
打 ち 込 み

機械式継手

ガス圧接継手

ＳＤ

(CB)

ＳＤ

ＳＤ

径種　　類

以下

コンクリートブロック(2)
Ａ種

(3) 鉄　筋 使用箇所

重ね継手

継手工法

地業工事

近隣敷地内 ）有(

深さ ｍＧＬ－

ベタ基礎 布基礎 独立基礎

適用は　　印を記入する。

建築物の構造内容1. 3. 地　盤

4.

鉄筋コンクリート工事5. 6.

工事名称(1) (1)

(1) 直接基礎

(1) コンクリート (1) 鉄骨工事は指示のない限り下記による

杭仕様

試験杭

施工計画書承認

無有・（ ）

杭施工結果報告書

（ 載荷

構造設計標準仕様

地盤調査資料

ｋＮ／ｍ２

認定杭による

拡底杭

ミニアース

機械掘

拡底杭

手掘深礎ＢＨ

2

主　筋
SD　
SD　

場所打ち

杭　　種 材　　料 施　工　法

埋込み

打ち込み

中堀工法

｛

杭基礎(2)

　　　　㎏／ｍ

オールケーシング

アースドリル

リバースサーキュレーション
2

施工計画書承認地盤改良仕様 地盤改良施工結果報告書

支持層－

（プレボーリング
拡大根固め工法）

鉄骨工事

備　考

第　　　      号

年　 月 　日

建築場所

改築増改築増築(2) 工事種別 新築

(3) 構造設計一級建築士の関与 必要 必要としない

法第20条第一号（高さ60m超）

法第20条第二号（　RC造高さ20m超、 S造４階建以上、 木造高さ13m超、 その他 ）

注)構造設計一級建築士の関与が義務付けられる建築物については解説書等参照して確認する。

構造種別(4)

鉄骨造補強コンクリートブロック造（Ｗ）木造 （ＣＢ） （Ｓ）

壁式鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 （ＷＲＣ）（ＲＣ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造鉄骨鉄筋コンクリート造 （ＳＲＣ） （ＷＰＲＣ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造 （ＰＲＣ）

階　数(5)

　　　棟 地下 階 地上 階 塔屋 階

主要用途(6)

屋上付属物(7)

高架水槽 ｋＮ 広告塔キュービクル

室外機 自家発電機 補助水槽 　　ｋＮ

特別な荷重(8)

受水槽ｋＮリフト ホイスト ｋＮ倉庫積載床用

比重　２３

比重　２３

比重　２３

比重　２３

比重　２３

比重　２３

普通

普通

普通

普通、軽量

普通

普通

種　類

普通

普通

押えコンクリート

コンクリート(1)

2.

適用箇所

捨てコンクリート

土間コンクリート

付帯工事(9)

擁壁門塀 駐輪場 機械式駐車場

有(増築計画 ) 無(10)

(11) 構造計算ルート Ｙ方向ルート －Ｘ方向ルート －

使用建築材料表・使用構造材料一覧表

Ｆｃ＝Ｎ/ｍｍ ２

18

18

Ｆｑ＝Ｎ/ｍｍ ２

18

18

ｃｍ

18

備　考
設計基準強度 スランプ

細骨材の種類

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

呼び強度を保証する材齢、養生

砂

AE減水剤 高性能AE減水剤

砂利
水道水

山砂
砕石
地下水

人工
人工
工業用水

材齢 (
養生 (

28日　　　　56日　　　　  日　　　　  日 )
現場封かん　現場水中　　標準　　　　　　 )

単位水量は 185kl/m3以下、単位セメント量は 270kg/m3以上とする。

（　 JIS A 5406）

Ｂ種 Ｃ種 １００厚 １２０ １５０ １９０ 使用個所(　　　　　　　　　　　　　）

４００

ＢＣＲ

ＳＳＣ

４９０Ａ

ＳＳ

ＳＭ ＳＮ

ＳＴＫＲ

４００Ａ.Ｂ.ＣＳＮ４００ＳＭ

種　　類

有

有

有

有

有

無

無

無

無

無

鉄　骨(4)

ＳＴＫＲ

２９５

４９０

ＢＣＰ ２３５

ＳＴＫ４００

高強度せん断補強筋

３４５
３９０

異形鉄筋

ＳＲ

材種
大臣認定番号 MSRB-

２３５
溶接金網（ＪＩＳ Ｇ ３５５１）

丸鋼（ＪＩＳ Ｇ ３１１２）

（ＪＩＳ Ｇ ３１１２）

（　　　　　　　　　　　　　　　）

使用箇所 現場溶接 JIS規格・認定番号等

ＢＣＰ ３２５

４９０Ｂ ４９０ＳＮ Ｃ

４００

溶接材料 JIS Z

(ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)

※使用箇所の詳細については別途図示とする。

高力ボルト

Ｆ Ｔ１０ (JIS B1186) Ｓ Ｔ１０ 認定番号(JSSⅡ-09) １２ Ｍ１６Ｍ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

ボルト(JIS B1180) Ｍ　　　　Ｍ 4.8 (4T)

ダブル）

ダブル）

シングル、

シングル、

ｍｍＬ＝Ｍ

ｍｍＬ＝Ｍ

アンカーボルト

４００ＳＳ

頭付スタッドボルト

φ＝

φ＝ Ｌ＝

Ｌ＝ 小梁）

小梁）

大梁

大梁

柱

柱

使用箇所（

使用箇所（

ナット（

ナット（

(6) 屋根、床、壁

(5) ボルト

スライド ボルト止め

ロッキング

壁 床

屋根

厚ＡＬＣ (JIS A 5416)

押出成形セメント板 (JIS A 5441) 厚 レールファスナー

特殊デッキプレート (JIS G 3352) 型式 厚 屋根

厚 屋根折　板 Ｈ＝

床板

(JIS G 3352) 型式 厚 屋根床板デッキプレート

(JIS G 3352) 型式 厚 屋根床板キーストンプレート

材　　種 型式、厚、その他 使用箇所 仕様・構法

資料あり調査項目

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

調査項目 資料あり資料あり調査項目

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験堀（支持層の確認）

スウェーデン式サウンディング

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

ＰＳ検層

○

○

○

（基礎・杭の位置を明記すること）ボーリング標準貫入値、土質構成(2)

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

ボーリング柱状図参照

深

度

Ｎ

値

標準貫入試験

20 30 4010 50 60 調査地番

位置図

10

12

13

14

27

28

29

30

19

20

22

23

24

25

26

15

16

17

18

備考

近隣データの調査地番と
設計地番とは約
がある

孔内水位
ＧＬ　- ｍ

ついてのコメント

支持地盤、地層及び深さに

試験掘 有 無

層

長期許容支持力度 載荷試験 有 無

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針；日本建築センター2002」を参考とする

コンクリート杭

コンクリート
スランプ

鉄　筋
セメント量

Ｆｃ Ｎ／ｍｍ
ｃｍ以下

ＨＯＯＰ

日本建築センタ－認定

本数

孔壁測定 ）

（試験杭位置は、監理者と協議し、決定すること）

　本

特記事項

土　質

2

3

4

5

6

7

8

9

1

11

21

の距離ｍ

大臣認定第

　　　　第

　　　　第

コンクリートは JIS A 5308

耐久設計基準強度

標準図に記載されている事項を除き、

に適合するＪＩＳ認証工場の製品とし、施工に関しては

Ｆｄ

セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打

ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技

術研究センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器

の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験

は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法は JASS 5T - 603 によること

とし、供試体は現場水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区

ごと、打ち込み日ごととする。　また、打ち込み量が 150 m 3 を超える場合は

150 m 3 ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。

一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採

取する。　なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、

そのうち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コン

クリートの自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に

際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。

なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場

合は、150 分以内、２５℃以上の場合は 120 分以内とする。

コンクリート打ち込み中及び打ち込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下

らないようにする。

乾燥、振動等によってｺﾝｸﾘｰﾄの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。

(2) 鉄　筋
鉄筋は JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除

き、コンクリートと同様に、

高強度せん断補強筋は、 に規定されるＤ種１号適合品とする。JIS G 3137

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは

鉄筋継手等

鉄筋継手工法

機械式継手

重ね継手

圧接継手

溶接継手

40d

告示1463号第2項各号

35d (  )d

告示1463号第3項各号

告示1463号第4項各号

(1)引張力最少部位 (2) (1)以外の部位(注)

Ａ級 Ｂ級 ＳＡ級

D (    )以下16

D (    )以上19

D (    )以上

D (    )以上

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

鉄筋の径

注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター

Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。

継手部分の施工要領は　社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス

圧接継手工事、溶接継手工事、機械式継手工事）による。

継手部の検査方法：

外観検査 有 無、引張試験 無、超音波探傷試験有 無有

ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについて

は引張試験も併用し、１回の試験は　　本以上とする。５

（１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で　　箇所程度とする。）200

Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型） Ｓ型（ス柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、

パイラル型）とする。

コンクリート及び鉄筋の試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東

京都取扱要綱」第４条の試験機関で行うこと。

試験・検査機関名

代行業者名

現場監理者と協議の上決定し、すみやかに報告する。

（都知事登録　　　　　　号）

代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行する者をいう。

型　枠(3)
材料 合板厚 を標準とする。12 mm 施工 JASS 5 による。

D10～D16

D19 以上

各継手の使用詳細については

継手等」による。
本仕様 5.(2)鉄筋　の項の「鉄筋

JIS G 3101

ＲＣ ＰＲＣ

ＰＨＣ Ｈ鋼

鋼管 摩擦杭

ＳＣ杭

ＰＲＣ

ＰＨＣ Ｂ種

)

Ｃ種)Ａ種

Ⅲ種Ⅱ種Ⅰ種（

（

鋼材 ＳＫＫＳＳ

ＳＫＫ

４００

４９０

４００

位
部

セ
メ

ト

の

類
ン種

間均
の気

在
置
期平

種類

℃

℃未満

温

℃以上15

5

5

℃～15

型枠存置期間

設計基準強度の
設計基準強度の

基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下

せ　き　板 支　　柱

スラブ下 はり下

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

早強ポルト

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

ランドセメント

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

ランドセメント

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

５．０N/mm 2 ５０％
％１００％８５

　２

　３

　５

　３

　５

　８

　４

　６

１０

　６

１０

１６

　８

１２

１５

１７

２５

２８

２８

２８

２８

早強ポルト

注）2.大梁の支柱の盛かえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注）3.支柱の盛かえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）4.盛かえ後の支柱頂部には、厚い受板・角材または、これに代わるものを置くこと。

注）5.支柱の盛かえは、小梁が終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛かえをしては

　　　ならない。

注）6.上表以外のセメントを使用する場合は、工事監理者の指示による。

注）7.直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛かえを行わないこと。

注）8.支柱の盛かえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらす恐れのある振動又は衝撃を与えないように

　　　行うこと。

※　大版スラブ(35㎡程度以上)下の型枠存置及び支柱盛かえは、工事監理者と協議の上、決定すること。

注）1.片持ち梁、庇、スパン９ｍ以上の梁下は、工事監理者の指示による。

(日 )

コ
ン
ク
リー

ト

の
材
令

コンクリート

の圧縮強度

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

(2) 工事監理者の承認を必要とするもの

製作要領書　 工作図 施工計画書製作工場

材料規格証明書※、または試験成績書

特殊ボルト高力ボルト鋼材 頭付スタッド

※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

社内検査表

工事監理者が行う検査項目(3)

（　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

現寸検査 組立・開先検査 製品検査 建方検査

接合部の溶接は下記によること(4)

平成12年建設省告示第1464号第二号　イ、ロ

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

接合部の検査(5)

溶接部の検査（検査結果は後日、工事監理者に報告すること）

第三者検査機関名

内質
検査
(注)

硬さ試験

示温塗料塗布

完全溶込み溶接部

（突合せ溶接）

検　査　箇　所 検　査　方　法

マクロ試験・その他

外観検査（※）

超音波探傷検査

外観検査（※）

検査率又は検査数

工場自主検査 第三者受入検査 工事監理者

％ 個100

％ 個100

％ 個

％ 個

％ 個

　 個

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

　 個

％ 個

 30

 30

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

　 個

％ 個

備　　考

※平成12年建設省告示

　第1464号第二号による

　（目視及び計測）

(注)東京都の要綱に基づ

　　き必要となる建築物

　　の場合に実施する

(都知事登録　　　　号)CIW認定業者（決定次第報告）

自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために

注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること。

注１）現場溶接部については、原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波

　　　探傷検査を１００％行うこと。

高力ボルトの検査（検査結果は後日、工事監理者に報告すること）

軸力導入試験 要 否 高力ボルトすべり係数試験 要 否

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

トルシア形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

コンクリート打設計画は、工事監理者の承認を得ること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

その他8.

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

高力ボルトの摩擦面の処理は、黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グライ

ンダー掛け等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。ただし、

ショットブラスト、グリッドブラストによる処理で表面粗さが５０Ｓ以上である場合は、赤さび

は発生しないままで良い。

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分

密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締めとする。

設備関係7.

(6) 防錆塗装

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

錆止めペイントは、 JIS K 5621、 JIS K 5625、           を使用して、

４つ星(ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量性能区分)２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場

塗装と同じ錆止めペイントを使用し、２回塗りとする。

(7) 耐火被覆の材料

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし、管の間隔を管径の３倍以上

かつ 以上を原則とする。５ｃｍ

≪建築設備の構造安全性確認≫

建築設備(昇降機を除く)の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の恐れがある場合、有効なさび

止め又は防腐のための措置を講ずること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐

力上主要な部分に緊結すること。

※該当する項目抜粋

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、以下の構造方法による。

管の損傷防止のための措置を講ずること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部に配管スリーブを設ける等、有効な

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じる恐れがある場合において、伸縮継手又は可撓

継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の

震動及び衝撃の緩和のための措置を講じること。

給湯設備にあっては、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と

すること。

混和材料の種類(JIS A 6204    )

号

号

号

～ 礎柱・基礎梁主筋等

床 壁 せん断補強筋

ＳＲ

大梁・小梁・間柱他

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ

大臣認定品 認定番号MSTL-0141等

JIS G 3466

JIS G 3136

JIS G 3444JIS G 3350

１２

ＳＳ

ｍｍ

ｍｍ

無 ）無 有(調査計画　　　

  年   月   日

　　ｋＮ

　　ｋＮ

　　　　ｋＮ

エレベータ（　　人乗）x　台[機械室レス]

４００

(H12建告第1388号)(改正1447号)・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

(H12建設省告示第1388号第１)(改正1447号)

(H12建設省告示第1388号第２)(改正1447号)

(H12建設省告示第1388号第４)(改正1447号)

(H12建設省告示第1388号第５)(改正1447号)

　　等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術
　　基準解説書2015,2007」によって検討した部位の条件・仕様によること。

注）Ａ級継手を採用する場合は、監理者及び構造設計者と協議を行い決定すること。

2Ｎ／m

0 0

24

柱

※露出型弾性固定柱脚工法部は当該仕様による

○

による。

による。

JIS G 3136JIS G 3106

短期(18) 標準(24) 長期(30) 超長期(36)

JASS 5(2009)

JASS 5(2009)

承認

承認

（令第１２９条の２の３の事項）

１－２ １－２

品質基準強度

24

認定または登録工場（大臣認定　Ｍグレード、　都登録　　　　ランク）

JIS K 5674、

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(4)9048号

部　　長 設計責任者

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (３) 第10474号

一級建築士 第342763号　藤山智昭　　設備設計一級建築士 第39号　山田洋

工事名称

図面名称
縮　　　尺

作成年月日 図面番号
仮称 霞ケ関北市民センター新築工事

構造設計標準仕様 1/ ―(A1)
1/ ―(A3)

S-01

 (仮称)川越市霞ケ関北市民センター 新築工事

埼玉県川越市霞ケ関北６丁目３０番地２

1

公民館

太陽光パネル

基礎,基礎梁,1F床

２９５ D16

D19 D22

母屋・開口補強

１２ 300

※ダブルナットとする

壁 60

○

○

(砂質)

R

１

「鉄筋コンクリート構造配筋標準図　　　　　　　」または「壁式鉄筋コンクリート（１）～（４）

構造配筋標準図　　　　　　　による。（１）・（２）

Ｎ-ＥＣＳ工法(認定)

TACP-0638

4    3   25

（ｋＮ）設計支持力 杭の先端の深さ（ｍ）杭径（ｍｍ）

P1 216.3B [688.4]

P2 267.4B [798.0]

P3 267.4C [880.6]

  530

  712

  867

11

 9

 4

 4P4 318.5B [936.2]   981

※[ ]内は先端羽根径(等価円直径)を示す

24 24
18
18

18

注）上記表中の資料が有るものに○印を記入する。

設計GL-9.76m付近 粘土混り砂礫～粘土質砂礫支持層：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

設計GL-10.70

　〃  -10.70

　〃  -10.70

　〃  -10.70

杭実長L= 9.0m

　〃　L= 9.0m

　〃　L= 9.0m

　〃　L= 9.0m

2023.12.11



表D　スリーブ材質の凡例　

表C　梁貫通孔記号　

表B　各階伏図における記号　

表A　異形鉄筋の断面表示記号　

図面で使用する記号等は、表A〜表Dを標準とする。

5.1　基礎梁

4 鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔

図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

：継手の好ましい位置

 0

 0 /4 0 /2 0 /4

 ガス圧接を例で示す

Ｌ２

Ｌ２

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

Ｌ２

Ｌ２

Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

 0

 0 /4 0 /2

≧100

15d（余長）

 0 /4

継手長さ

継手長さ

２Ｌ

　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、(4)による。

（３）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

Ｌａ

Ｌａ

20d（余長）

Ｌａ

Ｌａ

20d（余長）

継手長さ

 0

 0 /4 0 /2 0 /4

15d（余長） 15d（余長）継手長さ

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

（イ）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(2)(ｴ)による。

（ア）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

（１）一般事項

（６）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。
（５）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(４)による。

図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔

（ウ）隣り合う鉄筋の径（呼び名の数値）の平均の1.5倍

（イ）25mm

（ア）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（４）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

（３）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（２）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10mmを加えた数値を標準とする。

　　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　　　また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。

DあきD

間隔

D は、鉄筋の最大外径

　　　　　　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。

　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな

（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。

最小かぶり厚さ(mm)

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ

（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。

１

１Ｌ

　　　なお、Ｌ　は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3による。１ ２ ３

（ウ）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。

全長全長

　　　　　　　ただし、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

　　　　(ｃ)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬa及びＬbは表3.4に示す長さとする。

　　　　(ｂ)　余長は 8d 以上

　　　　(ａ)　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上

　　　り、次の(ａ)、(ｂ)及び(ｃ)をすべて満足するものとする。

（イ）梁主筋の柱内折曲げ定着又は小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ

図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

Ｌ１ｈ

１ｈ

（注）１．Ｌ　,Ｌ　：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。

　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。

１ｈ１

１ １ｈＬ　（フックあり）Ｌ　（フックなし）

（注）１．Ｌ　，Ｌ　：２．から４．まで以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

（ア）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。
（２）鉄筋の定着

      ただし、スラブ筋で D16 以下の場合及び壁筋の場合は除く。

（エ）隣り合う継手の位置は、表3.2による。

　　　大きい値とする。

　　　40d以上（軽量コンクリートの場合は 50d 以上）と表3.1の重ね継手の長さのうちいずれか

（イ）柱及び梁主筋並びに耐力壁を除く鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。

（ア）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（１）鉄筋の重ね継手

　（１）設計図書の図面のうち配筋方法に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

かつ一般壁の種別

片持ちスラブ形階段を受け、

一般壁の種別

KW○○
W○○

かつ耐力壁の種別

片持ちスラブ形階段を受け、

耐力壁の種別

ERW○○ 土圧を受け、かつ耐力壁の種別

※S 

EKW○○
EW○○

FLからの上がり下がり（±　　）梁・スラブの上がり下がりの範囲

ボーリング位置

スラブ開口D0

打増しの範囲

試験杭の位置

杭の位置

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

土間コンクリート

階段の配筋種別

スラブ厚さ

スラブの配筋種別

記号 説明説明記号

（１）設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書（構造関係）、構造関係共通図以外の図面をいう。

　　　　　　　　 なお、（　　）は片持小梁及び片持スラブの場合を示す。

　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に 5d を加えたものとする。

　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。３ｈ

(25d以上)(25d以上)

２-１　設計図２．図面

２-２　構造関係共通図（配筋標準図）

１．特記仕様書（構造関係）

（３）長さ、厚さの単位は、特記なき限りｍｍとする。

（２）異形鉄筋の径（本文、図、表において「d」で示す。）は、呼び名に用いた数値とする。

（２）本構造関係共通図以外については、設計図及び監督員の指示による。

（１）本構造関係共通図は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立の一般的な標準図

　　　とする。

４．記号

３．優先順位

２．用語の定義

１．適用範囲

溶
 
接
 継
 
手

ガ
ス
圧
接
継
手

重
 
ね
 継
 
手

機
械
式
継
手

2 異形鉄筋の末端部

総則

　　　する。

梁梁

柱

Ｌ２

　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着

60

＊

60

40

40

屋外
30

40

仕上げあり

仕上げなし

＊

30

20

30

30
柱，梁，耐力壁

スラブ，

耐力壁以外の壁

土に接す

る部分

土に接し

ない部分

屋内

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

擁壁，耐圧スラブ

基礎，擁壁，耐圧スラブ

柱，梁，スラブ，壁

構造部分の種別

煙突等高熱を受ける部分

ただし、柱及び梁の主筋に D29 以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保

するように最小かぶり厚さを定める。

d

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

ａ

ｂ　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。

（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。

表3.4　鉄筋の投影定着の長さ

SD390

SD345

Ｌ ｂ

20d

20d

15d

20d

20d

30，33，36 20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d

30，33，36

24，27

15d

15d

種  類

鉄筋の

24，27

21

15d
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図3.5　スパイラル筋の継手及び定着
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図3.3　折曲げ定着の方法

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

フックあり定着の長さ直線定着の長さ

定着起点
▽

定着起点
▽

余長

ｂＬ 

３ｈ２ｈ１ｈＬ  、Ｌ  又はＬ

余長

ａＬ（ただし，柱せいの3/4倍以上）

３２１Ｌ 、Ｌ 又はＬ

２

　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。
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表3.3　鉄筋の定着の長さ
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表3.2　隣り合う継手の位置

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に 5d を加えたものとする。
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図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

3 継手及び定着

（３）杭基礎のベース筋

（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

図2.1 末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）
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壁
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折曲げ図
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折曲げ

1 鉄筋の加工

表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径

鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。

※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。
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連続小梁の場合は、図7.10による。

（１）小梁主筋の継手、定着及び余長

図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

Ｌｂ

ｈＬ３

Ｌ (定着)２

 0

/12 07

 0

 0 /2

 0 /2  0 /4 0 /4

 0 /4 0 /4 0 /4 0 /6

 0 /2  0 /4 0 /4

15d(余長）15d(余長)

20d(余長)20d(余長)

15d(余長)15d(余長)

連続端

連続端

20d(余長)20d(余長）

外端

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

Ｌ２

7.3　小梁

一般の梁は、図7.9による。

（５）腹筋及び幅止め筋

（ウ）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。

（イ）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。

（ア）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。

（４）あばら筋の割付け

図7.5.2　副あばら筋組立の形

⑦⑥⑤

（ア）形は、図7.5.1 ① とする。

ただし、L形梁またはT形梁の場合は ⑦ とすることができる。

（ア）形は、図7.5.2 ⑤ または ⑥ とする。

（３）副あばら筋組立の形及びフックの位置

④③②①

（ｃ）③の場合は床版の付く側を 90゜折曲げとする。

（ｂ）②の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

（ａ）①の場合は交互とする。

図7.5.1　あばら筋組立の形

（イ）フックの位置

　　　ただし、L形梁の場合は、② または ③、T形梁の場合は ② 〜 ④ とすることができる。

（２）あばら筋組立の形及びフックの位置

（ウ）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは設計図による。

（イ）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。

（ア）あばら筋の種類、径及び間隔は、設計図による。

（１）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

二段筋

二段筋

（４）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。

図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

Ｌ２

（３）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。

（カ）段違い梁は、図7.2による。

（オ）梁にハンチをつける場合、その傾斜は設計図による。

（エ）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

　　　なお、定着の方法は3(2)(ｲ)による。

（イ）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。

（ア）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、

（２）柱打増し部

２　　　ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、設計図による。

（イ）継手、定着及び余長は、図6.1による。

（ア）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。

（１）一般事項

副あばら筋が取り付く場合

ｈ
Ｌ

１

一般の場合

d

≧
8
d

重ね継手とする場合

打継ぎ面
コンクリートｈ

Ｌ
１

（２）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は設計図による。

      また、副あばら筋組立の形及びフックの位置は7.2(3)による。

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

      ことができる。

　　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5による

（イ）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(2)による。

（ア）あばら筋の径および間隔は、設計図による。

（１）一般事項

（４）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。

二段筋

二段筋

≧4d

≧6d

≧6d

≧8d

図7.8　あばら筋の割付け（その３）

図7.6　あばら筋の割付け（その１）

　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

・ 
・ ＝30・ 

・ 

Ｄ

≦P＠

＝30 P＠

図7.7　あばら筋の割付け（その２）

　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

≦P＠
P＠ P＠

≦P＠≦P＠
P＠

Ｄ

　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

Ｄ
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図7.9　腹筋および幅止め筋

２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。　

1,200≦Ｄ＜1,500900≦Ｄ＜1,200600≦Ｄ＜900

5.2　基礎梁のあばら筋等

7.2　あばら筋等

　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　４．破線は、柱内定着を示す。

　　　　　

　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すことができる。

　　　　　

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）には、フックを付ける。
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　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）には、フックを付ける。
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１サイズ太い鉄筋又は同径

吊上げ筋は、あばら筋より

の鉄筋を束ねたものとする。

D≦100柱

梁 梁

図7.2　段違い梁

　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。

　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

　　　　上端筋：曲げ降ろす

図7.1　梁主筋の梁内定着

　　　打増し部分を含まない。

打増し厚さ10mm

6.2　帯筋

図6.2　柱打増し部

打増し厚さ10mm

GL

FL

　　　　　　　　

　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。

　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。

　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合には、フックを付ける。

図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長
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6.1　柱

図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

：継手の好ましい位置

 ガス圧接を例で示す

 0

 0 /4 0 /2 0 /4

：継手の好ましい位置

図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

（耐圧スラブがつく場合を含む）
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（１）帯筋の種類及び間隔は、設計図による。

（４）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は設計図による。

（３）フック及び継手の位置は交互とする。

　　　　　する範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。

２
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１

　　　　　２．図中のP ＠　、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

　　　（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠と

1
.5
P
 
＠

１
P
 ＠２

1.
5
P
 
＠

２
P 
＠

１
1
.
5
P 
＠

１

帯筋

梁面より割り付ける。

帯筋は，1サイズ太い鉄筋又は
同径の鉄筋を束ねたものとする。

上下の柱断面寸法が異なる場合，
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（注）③Ｗ－Ⅱ形、④Ｗ－Ⅲ形は耐震改修工事のみ

図6.3　帯筋組立の形

≧8d

２

（ウ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

（イ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面重ねアーク溶接の場合は 5d 以上、片面重ねアーク溶接の場合は10d 以上とする。

Ｌ２

梁梁

柱

　　　本数が異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着する。

（ウ）梁筋は、連続端で柱に接する梁の主筋が、同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の

（イ）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。

（ア）継手中心位置は、次による。

（２）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

（ウ）打増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、打増し部分を含まない。

（イ）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は設計図による。

（ア）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。

（１）一般事項

　　　

7.1　大梁

　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内

　　　上端筋：中央 　o/2以内

図6.4　帯筋の割付け

（３）あばら筋の割付けは、7.2(4)による。

（２）帯筋組立の形は図6.3により、適用は構造図による。構造図に記載がなければ次による。

（ア）形は、図6.3①とする。

　　　ただし、Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

（ロ） （ハ）
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（ウ）打増し部分に、壁及びスラブ等が取り付く場合は、壁及びスラブ筋等の定着長さには打増し 部分は含まない。

（イ）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

２

１

　　　また定着の長さはＬ　とし、鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外とする。

（ア）一般壁筋の重ね継手の長さはＬ　とし、耐力壁筋の重ね継手長さは特記による。

１ １１ １

（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。図8.1　壁の配筋

Ｌ
１

主筋位置 主筋位置

梁

主筋位置

主筋位置

梁

柱

P＠

≦P＠

≦P＠

≦P＠≦P＠

P＠

Ｌ２

     

　　　

（１）一般事項

8.1　壁

（イ）先端に小梁がある場合は、図7.13による。

（注）１．図示のない場合は、（ア）による。

（２）あばら筋は、7.2による。

図7.13　片持梁主筋の定着

　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

垂直断面水平断面

Ｌ
２

(頭つなぎ梁)Ｌ２

折下げ
片持梁筋

折下げ
片持梁筋

片持梁

先端小梁

先端小梁 

片持梁

小梁連続端部小梁外端部

（ア）先端に小梁のない場合は、図7.12による。

（１）片持梁主筋の定着及び余長

図7.12　片持梁主筋の定着及び余長

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

ｈＬ３

Ｌ Ｌ

Ｌ
２

2 /315d

ｈＬ３

Ｌ２

Ｌａ2  /315d

一般階 最上階

7.4　片持梁

（２）単独小梁の場合は、図7.11による。

Ｌ２ Ｌ２ＬｂＬｂ

2  0 /3 ｈＬ３
 0 /6

 0

 0 /6ｈＬ３

 0 /2  0 /4 0 /4

15d(余長)

20d(余長)20d(余長)

15d(余長)

端部 端部

（３）あばら筋は、7.2による。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

直交する梁へ斜めに定着する場合

下端筋

Ｌ
２

・ 
・ 

立面平面

=45゜

上端筋

（４）スラブの配筋（S形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、設計図による。

（３）土間コンクリート補強筋(D0）の配筋及びコンクリート厚さは設計図による。

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は設計図による。

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。

D10-250@

同　上

D10-200@

    D10,D13-200@

    D10,D13-150@

D10-200@

D10-250@

D10,D13-200@

D10-200@

D10-200@

D10-150@

同　上

同　上

S14

 長辺方向（配力筋）

全域

 短辺方向（主筋）

種別 全域

同　上

S13

S12

S11

S10

S 9

S 8

配筋

D10-150@

D10,D13-150@

D10,D13-150@

D10,D13-150@

D13-150@

D13-150@

D13-100@

    D10,D13-150@

同　上

同　上

同　上

S 7

 長辺方向（配力筋）

全域

 短辺方向（主筋）

種別

（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

全域

D13-150@

同　上

S 6

S 5

S 4

S 3

S 2

S 1 D13-100@

配筋

9.1　スラブ

表9.1　S形配筋

（１）片持スラブの配筋（CS形配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別及びスラブ厚さは、設計図による。

CS7

CS6

CS5

CS4

CS3

CS2

CS1

プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は、設計図による。

片持スラブは、プレキャストコンクリート部材又は現場打ちコンクリート部材とする。

片持スラブの配筋は、次による。

表9.2　CS形配筋

　　　

　配筋種別 主筋

D10-200@

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上 D10,D13-200@

D10-200@

D10-400@

D10,D13-200@

主筋　配筋種別

下

上

D13-300@

D13-150@

D13-200@

D13-100@

D10-200@

D10,D13-300@

D10,D13-150@

9.2　片持スラブ

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

耐圧スラブの場合

一般スラブの場合
（ハ）（ロ）（イ）

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌｂ

Ｌｂ
Ｌｂ

Ｌ２

Ｌ３

Ｌ２

Ｌ２

Ｌｂ

Ｌ
３Ｌ３

受け筋
(D16)

受け筋
(D13)

受け筋

(D13)

受け筋

(D13)

図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

Ｌ３

Ｌ２

受け筋 (D13)

受け筋 (D13)

　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。

１（６）原則として引き通し、鉄筋の重ね継手長さはＬ　とする。

（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

短辺方向（主筋）
長辺方向（配力筋）

図9.1　スラブの配筋

柱大梁柱

短辺方向

小
梁

大
梁

長
辺
方
向

柱 柱

（イ）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。

（ア）耐力壁を除く壁開口部の補強筋は、A形は表8.3、B形は表8.4とし、適用は構造図による。

（１）壁開口部の補強

表8.4　壁開口部補強筋（B形）

2-D13W18，W20 4-D13

1-D13W12，W15 2-D13

斜め縦横
壁の種別

補強筋

表8.3　壁開口部補強筋（A形）

2-D13W18，W20 2-D13

1-D131-D13W12，W15

縦横 斜め
壁の種別

補強筋

　　　なお、耐力壁の補強筋は、構造図による。

8.2　一般壁の補強

１Ｌ

開口
１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ
図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

（２）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、設計図による。

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

外壁の端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）

ＬＬＬＬ ２２２２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

ＬＬ継手 ２１

交差部（水平断面）

4-D132-D132-D131-D13

2-D13
1-D131-D131-D13

1-D13

1-D13

1-D131-D13

2-D13

（５）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。

（４）土圧を受ける壁の配筋は、設計図による。

(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。

200

180

150

120D10-200@シングル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-100@シングル

W20B

W20A

W18B

W18A

W15B

W15A

W12

D10-150@シングル

表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋

(表10.1)
縦筋及び横筋種別

KA4

KA2

KA3

KA1

横筋

縦筋

種別　　　　

階段の配筋　

(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。

200

180

D10-200@ダブル

D13-150@ダブル

D10-200@ダブル

D13-200@ダブル

断面図　　（mm）

（３）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は設計図による。

縦筋

横筋

KW1

KW2

種別 縦筋及び横筋 断面図　　（mm）

表8.1　壁の配筋

（２）壁の配筋は表8.1により、種別は設計図による。

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.4　片持スラブの配筋（ CS11 からCS15 ）

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.5　片持スラブの配筋（CS16及びCS17）

（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。

（ア）出隅部の補強筋は設計図により、配筋方法は、図9.7による。

（イ）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は設計図による。

（３）出隅部

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

２

    2．出隅受け部配筋は柱

       又は梁にＬ 定着する。１

１(注)1.   ≧  とする

１

２

出隅受け部配筋

(注)  ≧  とする１

出隅部分補強配筋

図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

配力筋
D10-200@

主筋
 受け筋

D13(　≦1,000)
D16(　＞1,000)

Ｌ

先端部補強筋
2-D13

Ｌ２

３Ｌ

（段差なし）

配力筋
D10-200@

主筋

 受け筋
D13(　≦1,000)

D16(　＞1,000)

Ｌ Ｌ
２

Ｌａ

先端部補強筋

2-D13

Ｌ３

D10-200@
配力筋

受け筋 D13

２Ｌ
主筋

Ｌ

先端部補強筋

2-D13

≦600

（段差なし）

 受け筋 D13配力筋
D10-200@

主筋

Ｌ

先端部補強筋
2-D13

≦600

ａＬ

Ｌ
２

（段差あり）

Ｌ２

2-D13

先
端
壁
厚
以
上

10
0
以
下

先端壁の縦筋の径　
及び間隔に合わせる

Ｌ２

1
0
0
以
下

10
0
以
下

先
端
壁
厚
以
上Ｌ

２

2-D13

出
隅
部
分
の
補
強
筋

補強筋の定着

 
/
2

１

３

Ｌ
１

Ｌ

１

出隅部分の補強筋

２

一般スラブ配力筋

３Ｌ

Ｌ１ /2１ 出隅部

 /2

２

 
/2

出隅受け部

１

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(4)9048号

部　　長 設計責任者

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (３) 第10474号

一級建築士 第342763号　藤山智昭　　設備設計一級建築士 第39号　山田洋

工事名称

図面名称
縮　　　尺

作成年月日 図面番号
仮称 霞ケ関北市民センター新築工事

1/ ―(A1)
1/ ―(A3)

2023.09.20

配筋標準図（その３）
S-04



9.3　スラブ等の補強

（２）屋根スラブの補強

　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

（イ）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部

　　　鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。

スラブ開口部の補強方法は、設計図による。設計図になければ、(ア)(イ)による。

（ア）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の

（１）スラブ開口部の補強

     

　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

図9.8　スラブ開口部の補強配筋

Ｌ
１

Ｌ
１

２
ｎ １

(   )本

２
ｎ ２

(   )本

ｎ 本２

ｎ 本１

Ｌ１

Ｌ
１

１

片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、設計図による。

ｔ：スラブ厚さ

t

t

表10.1　片持スラブ形階段の配筋

配筋図 D13

2-D13

t

t

D10-300@

D13

D13

2-D13

D13

D10-300@

D10-300@

D13

D13

t

D10-300@

D10-300@

KA3 KA4

KA2

配筋種別

配筋図

KA1配筋種別

t

D10-300@

10.1　片持スラブ形階段

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

MH7 4-2-D19

4-2-D13 2-6φ-100@

MH6 4-2-D16

MH5 4-2-D16

MH4 2-2-D134-2-D13 2-6φ-100@

MH3 2-2-D13

MH2 2-2-D13

2-2-D13 なし

MH1 なし

種別
配筋図縦筋斜め筋 溶接金網

配筋

5－D10（　=1,500）

5－D10（　=1,500）

（注）ａ≦300の場合

図9.10　打継ぎ補強配筋

Ｌ
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ａ

Ｌ
３

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

D13

端部

同材質，同間隔

スラブ筋と同径，

D13ａ

中間部

（３）土間スラブの打継ぎ補強

  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブで S形の配筋によるものをいう。

　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。

（注）ａ≦300の場合

Ｌ
２

ａ

Ｌ
２

ａ

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

土間コンクリート補強筋

Ｌ２Ｌ２

び間隔に合わせる

D13

端部

補強筋の鉄筋径及

土間コンクリート

D13

中間部

（４）土間コンクリートの補強

　　  土間コンクリートの補強筋は、設計図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。

（注）１．壁配筋は、8.1(3)による。

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
３

Ｌ
２

３　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。

　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3

　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

          

二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、設計図による。

表10.2　二辺固定スラブ形配筋

D13-200@

D13-150@

D13-100@

    D13,D16-150@

D16-150@

D16-125@

D16-100@KB7

KB6

KB5

KB4

KB3

KB1

KB2

配筋種別 上端筋、下端筋とも（全域）

プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は設計図による。

二辺固定スラブ形階段は、プレキャストコンクリート部材又は現場打ちコンクリート部材とする。

10.2　二辺固定スラブ形階段

 0

ｔ：スラブ厚さ

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。
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ｔ：スラブ厚さ
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ｂＬ

Ｌ３t

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）
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D10

D10-300@
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11.1　梁貫通孔

（１）梁貫通孔は、次による。

(ア)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。

(イ)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。

(ウ)  孔の上下方向の位置は、梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりD/3（ Dは梁せい）

　　  の範囲には設けてはならない。

(エ)  孔は、柱面から原則として、1.5D 以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

(オ)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の 3倍以上とする。

(カ)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(キ)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。

(ク)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、

　　　開口部を避けて配筋でき、かつ、設計図に特記された場合において、補強を省略することが

(ケ)  溶接金網の余長は、1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

　　　できる。

(コ)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。

      なお、リング節は、溶接金網に 4箇所以上溶接する。

(サ)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

(シ)  他の開孔を設けない範囲は、図11.3による。

斜め筋

横筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

横筋

斜め筋

上縦筋

Ｈ形

上縦筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

D

斜め筋 縦筋

突出し 余長

D/2

突き合せ溶接

リング筋

リング筋

溶接金網

あばら筋

斜め筋 あばら筋

突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

かぶり
余長

突出し

縦筋

溶接金網

表11.1　H形配筋

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

3-2-D132-2-D134-2-D13

2-2-D13 2-2-D132-2-D13
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4-2-D19
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4-2-D13

4-2-D16

H6

H5

H4

H3

配筋図上下縦筋横筋縦筋

なしなし

2-2-D13

なし

H2

H1

種別
斜め筋

2-2-D13

配筋

図11.3 他の開孔を設けない範囲

Ｄ

45゜45゜

図11.2　補強筋の定着長さ

Ｌ
１

Ｌ１

Ｌ１

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

MH形及びM形

12　擁壁

宅地造成等規制区域外での高さ2ｍ以下の擁壁の鉄筋の定着長さは図12により、コンクリートの厚さ

図12　擁壁の鉄筋の定着長さ

及び配筋は構造図による。

Ｌ３

逆Ｔ型

Ｌ２

Ｌ 型

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

（イ）配筋は、図11.4による。

（ア）控壁の配置は、設計図による。

（１）控壁は、次による。

11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

t

コンクリートブロック帳壁

D16

D10-200@D10

Ｌ
２

２
Ｌ

D13

（２）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。

図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）

コンクリートブロック帳壁

D10 D10-200@

コンクリートの厚さ

800

図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋

11.3　パラペット

パラペットの先端補強筋は図11.6により、コンクリート厚さ及び配筋は構造図による。

図11.6　パラペットの先端補強筋

２

2-D13

先端補強筋
2-D13

Ｌ Ｌ
２

先端補強筋
4-D13

2-D13

先端補強筋
2-D13

（２）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.2により、配筋種別は設計図による。

表11.2　MH形配筋

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(4)9048号

部　　長 設計責任者

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (３) 第10474号

一級建築士 第342763号　藤山智昭　　設備設計一級建築士 第39号　山田洋

工事名称

図面名称
縮　　　尺

作成年月日 図面番号
仮称 霞ケ関北市民センター新築工事

1/ ―(A1)
1/ ―(A3)

2023.09.20

配筋標準図（その４）
S-05



図A　溶接記号の記載例

表D　溶接の補助記号

表C　溶接継手及び溶接面の分類別記号

表B　普通ボルト径の記号　表A　高力ボルト径の記号

　図面で使用する記号等は、表A〜D、図Aを標準とする。

（単位：㎜）

（単位：㎜）

（イ）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。

（ア）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、

（３）裏当て金

（２）エンドタブ

（１）エンドタブ・裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。

（３）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

（２）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（１）縁端距離及びボルト間隔
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表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位mm）

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、表1.3による。
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1-1 縁端距離及びボルト間隔

また、アンカーボルトの縁端距離は構造図による。
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表1.2　千鳥のゲージ及びボルト間隔　（単位mm）

千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は、表1.2による。
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表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位mm）

以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、ボルト軸径の2.5倍以上とする。

縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本

引出線

※特記無き限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

溶接継手

溶接面

全周溶接

現場溶接

基準線

。

断続溶接の長さ
断続溶接の間隔
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（折線）
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。
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全周現場溶接
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Ｌ－Ｐ

補助記号

全　周　溶　接

現　場　溶　接

区　　　　分

断続溶接の長さ及び間隔

全 周 現 場 溶 接
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普通ボルト
（F10T、S10T）

（F8T相当）

Ｂ

Ｌ

Ｔ

Ｐ

１

ＦＬ

２

Ｆ

記 号

完全溶込み溶接

片面溶接

重ねアーク溶接（フレア溶接）

両面溶接

部分溶込み溶接

隅肉溶接
溶 接 継 手

 溶  接  面

分　　　　　　　　　　　類

かど継手

Ｔ型継手

突合わせ継手

M24M22M20M16
区分 径

溶融亜鉛めっき高力ボルト

M24M22M20M16
区分 径

高力ボルト

M12

４．記号等

３．優先順位

２．用語の定義

２-２　構造関係共通図（鉄骨標準図）

２-１　設計図２．図面

１．特記仕様書（構造関係）

　（１）設計図書間で配筋方法に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

（２）長さ、厚さの単位は、特記なき限りｍｍとする。

（１）設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書（構造関係）、構造関係共通図以外の図面をいう。

１．適用範囲

（２）本構造関係共通図以外については、設計図及び監督員の指示による。

（１）本構造関係共通図は鉄骨及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的な基準とする。

　　　

構造関係共通図（鉄骨標準図）
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溶接方法
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1-3 鋼管分岐継手詳細
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（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(4)9048号

部　　長 設計責任者

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (３) 第10474号

一級建築士 第342763号　藤山智昭　　設備設計一級建築士 第39号　山田洋

工事名称

図面名称
縮　　　尺

作成年月日 図面番号
仮称 霞ケ関北市民センター新築工事

1/ ―(A1)
1/ ―(A3)

2023.09.20

鉄骨標準図（その１）
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1-13 その他

（ａ）フィラープレートの材質

　　フィラープレートを使用する場合、材質はSS400とする。

1-10 鉄筋貫通孔の径及び位置

46

D32

43

D29

38

D25

35

D22

31

D19

28

D16

24

D13

21

D10

（単位：㎜）

鉄筋貫通孔の径

鉄筋の呼び名

鉄筋の貫通孔径の最大値は、下表による。

（ａ）鉄筋貫通孔の径

鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。

(bs)

70以上

(b
s
)

(b
s)

(
b
s)

梁下端主筋

梁上端主筋

柱主筋

柱主筋

柱帯筋

直交梁

柱帯筋

柱主筋

梁あばら筋

梁主筋

（ｂ）鉄筋貫通孔の位置

　(bs)：主筋と平行する鉄骨とのあき

(
bs
)

40程度
小梁下端主筋小梁下端主筋

小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：㎜）小梁下端主筋が貫通する場合

1-12 普通ボルト接合

1-11 広幅平鋼の取り扱いについて

もや、胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト接合とする場合は、二重ナットとする。

40

500

450

322822

厚さ

19 25169 126

125

150

100

幅

175

200

300

350

400

250

36

（ａ）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。

（ｂ）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートの適用幅及び厚さは下表による。

1-9 仕口部内の帯筋の加工及び組立

ＬＦ

ＬＦ

ＬＦ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＬＦ

片面溶接の溶接長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は135°曲げフックとする。

6φ－1000@
組立筋

D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）

1-8 柱組立筋

緩やかに折り曲げる

緩やかに折り曲げる

コーナー筋

定着用差し筋

Ｌ１Ｌ１

Ｌ２Ｌ２

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ
２

Ｌ
２

定着用差し筋

コーナー筋

柱への定着方法

梁への定着方法

1-7 壁筋の周辺部材への定着

T

Ｆ2

Ｆ2

B100以下

CL

ｔffｔ

0〜50〜560°

補強トラス

(自然開先)

50

φ

60°

スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。

補強トラス法

ｅ：材端と補強プレートの間隔

Ｆ1

ptwt

ｆ

２１

２

１

5
0

2
0

Ｆ2

t

Ｆ1

Ｆ1

e

Ｆ1 CL

Ｆ2

0〜50〜5

補強プレート

5
0

φ

5
0

H

　は３φまたは   のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）

（イ）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。

（ア）補強プレートが16㎜以上となる場合は、必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。

　　　補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。

（２）貫通孔の補強方法は、構造図による。

補強プレート法

1
0
0

以
上

1
0
0

DH

以
上

（φ≦H/2かつφ≦D/3）

φ：貫通孔内径寸法

D ：はりせい

H ：鉄骨せい

φ

梁貫通孔の位置の限度（単位：㎜）

　　（イ）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で 2倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で 3倍以上確保する。

　　（ア）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

（１）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。

1-6 梁貫通孔補強

LbLLa
Ｓ：溶接のサイズ

La及びLbは１ｄ（軽量形鋼については１Ｓ）以上

ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値

　　両面フレア溶接の場合　  ５ｄ

L：片面フレア溶接の場合　１０ｄ

除いた部分の長さとする。

鉄筋又は軽量形鋼に重ねアーク溶接（フレア溶接）を行う場合の溶接長さ（L）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を

1-5 重ねアーク溶接（フレア溶接）を行う場合の溶接長さ

（６）溶接部分の段差

t
2t

1

1/2.5以下

完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合、又は低応力高サイクル疲労を受ける場合

（イ）スニップカットの寸法は、下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。

（ア）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

（５）スニップカット

S
c
t

16以上1296

15141210Sc

Sc

r

スニップカット

t

スカラップ半径Srは35㎜とする。

（イ）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

Sr

Sr

Sr

Sr

２１（ア）スカラップ半径Sr　は35㎜とする。Sr　は10㎜とする。

（４）スカラップ

2

1

従来型スカラップ

2

1

改良型スカラップ

Sr

Sr

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(4)9048号

部　　長 設計責任者

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (３) 第10474号

一級建築士 第342763号　藤山智昭　　設備設計一級建築士 第39号　山田洋

工事名称

図面名称
縮　　　尺

作成年月日 図面番号
仮称 霞ケ関北市民センター新築工事
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部　　長 設計責任者

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (３) 第10474号

一級建築士 第342763号　藤山智昭　　設備設計一級建築士 第39号　山田洋

工事名称

図面名称
縮　　　尺

作成年月日 図面番号
仮称 霞ケ関北市民センター新築工事

ベースプレート

裏当金

裏当金

※開先形状は参考

（柱端部に開先を設ける）

Ｂ

2021/8

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書

軟鋼及び４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ（JIS Z3312）相当以上

低水素系４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼用（JIS Z3211、旧JIS Z3212）相当以上

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ

寸　法

ベースプレート

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬ

開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる

札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７

東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５

本社 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２ 関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３

中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６

関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１

北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０ 九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１

中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０

イ
プ

タ
G

センクシア株式会社

柱下端

t

7

柱

3
5

。

柱下端

ベースプレート

柱

Ｈ

3
5

7

2

。

ハイベースNEO工法設計施工標準

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

（大臣認定取得材）

エコタイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

設　　　　計

MSTL-0404,0180 (Gタイプ用ベースプレート)

MBLT-0042～0046 (アンカー用ボルトセット)

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

ねじの種類

規　格

ＳＮ４９０Ｂ
備　考

ベースプレート

JIS G3136

１． 材質

-

BCJ評定

大臣認定 １． 溶　接　材　料

※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接

２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け

ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）

中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ）

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

基礎柱形

ＳＭ４９０Ａ

-

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

座　金

メートル並目

強度区分5

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＨＡＢ

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

-

工場加工

各　部　名　称

2

ｅｍ≧３０ｍｍ

柱モルタル

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法

（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）

８．鉄骨建方

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、

（ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合

７．中心塗り部分モルタル施工

ベースプレート

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から
（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。下部定着長さLt

上
部
定

着
長
さ
L
t

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値）

６． 検　　　　査

方　法

中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

a

a

Ｄ

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

注入方法はヘッド圧工法による。

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

中心塗部分モルタル

後詰めモルタル

６．基礎コンクリート打設

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

４．アンカーボルト据付（#）

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接

予　熱

１

柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ

３

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

角形鋼管

4
0
m
m

３．組 立 溶 接

40mm

基準高さよりの誤差eh

－３ｍｍ≦eh≦10mm

Ａ
±

ｅ

ｅ≦３ｍｍ

Ａ±e

アンカーボルト

平　面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

現 場 施 工

備　考

（自動ロボット溶

不良溶接部の

　　 　補正

余　盛
裏当金

ベースプレート

柱

A

B

溶接余盛はベースプレート側A点から

うに施工する。

2

イ
プ

タ
コ

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

-

（一般構造用

定着板

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

圧延鋼材）

ＳＳ４００

※３

※２

ＨＡＢ

※３

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

ナット

（六角ナット）

強度区分8 (一重ナット時）

強度区分5 (二重ナット時）

メートル並目

座　金

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

-

ＳＭ４９０Ａ

※１

-

ベースプレート

備　考 ＳＮ４９０Ｂ同等

規　格

ねじの種類

アンカーボルト

メートル並目

降伏比 ７０％以下

※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-０４０４、０１８０）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-００４２～００４６）

（大臣認定取得材）

エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）

Ｇタイプ（ＧＢ型式、ＧＭ型式、ＧＨ型式）

※２ ※２

TMCP鋼

-

ＳＮ４９０相当

※２ ※２ ※２

メートル並目

エコナット
※２

大臣認定取得材

-

※４

○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート

（２）ベースプレート下面のモルタル

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ

ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれと

○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル

　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）

鉄　　　　筋

コンクリート

部分モルタル

中 心 塗

（３）基礎・基礎ばり

後　詰　め

モ ル タ ル

２

２． アンカーボルトのセット寸法

アンカーボルト

４本タイプ ８本タイプ

アンカーボルト

アンカーボルト

１２本タイプ

ベースプレート

上端

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

１２本タイプ

アンカーボルト

標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ 許容範囲

許容範囲 eｍ≧２５ｍｍ

４．本 溶 接 の 手 順

高さに準拠する（Ｇタイプ）。

余盛高さは、柱接合突出部形状に対応

施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。

１．捨てコンクリート打設

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（#）

（架台の形状は異なる場合あり）

アンカーボルトは隙間がないよう確実に

９～１０．モルタル注入枠設置（#）

アンカーボルト締付確認（#）

していることを確認。

１１．モルタル注入枠取り外し

エ

アンカーボルト設置例

施工時は、ねじ山が最低３山

・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。
　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）

M64

M72

M56 5.5

72 6

64

56

6

250 30

28

24

び
呼

じ
の

ね

M36

M48

M42

M30

ピ 長長

4.5

3.5

42

48 5

30

36 4

130

P

チ

φｄ

径 ッ

S

さ

22

18

16

13

a

※２

アンカーボルト

ナット

ねじ軸

定着板

余

アンボンド

ボルト

モルタル上端

E

φｄ

ベースプレート

座金

ナット

70

79

62

1850

95

105

85

58

51

45

121

110

98

7412

66

58

12

9

125

115

105

tw

面
長 距

E

径

41

54

48

35800

L0

55

75

65

46

38

34

29

24

87

75

64

53

B

幅

H

さ

C

離

外

アンボンド

スリーブ

全

※2
a

S

二

ナット

高 対
角

50

43

9

9

37

31

6

6

92

78

66

56

φD1φd1

さ 径 径

座　金

厚 内 外

( mm )

φｄ1

t2

L

B 下端LP

L ０

ボルト上端

S

※1

a
※2

Ｈ

座金の形状

tw

φＤ1

ナットの形状

Ｂ

Ｃ

角形鋼管

長
着
定

L

600

720

840

960

さ

1120

1280

1440

Ｇタイプ用アンカーボルト部品

！ 注意

注意！

エコタイプ用アンカーボルト部品

1080

さ

840

L

定
着
長

155

130

※2a

※1

S

ボルト上端

０L

PL下端B

L

2t

)mm(

外内厚

座　金

径径さ

φd1 φD1

60

66

78

6

6

31

37

9 43

角
対高

ナット

二

S

a
※2

全

スリーブ
アンボンド

外

離

C

さ

H

幅

B

53

64

75

24

29

34

46

65

55

L0

35

48

41

径

E

距長
面

tw

エコナット

座金

ベースプレート

φｄ

E

モルタル上端

アンカーボルト

アンボンドスリーブ

余

定着板

軸 ねじ

ナット

アンカーボルト

※２

a

13

16

18

さ

S

ッ径

φｄ

チ

P

130

436

30

42

3.5

4.5

長 長ピ

M30

M42

M36

ね

の
じ

呼
び

ｔ２１

２※
※※

・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。

・エコタイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、

はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。
ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。

M24 324 10 29 3619 42 256 565322 46

面
距

55

65

50

38

33

27

75

64

58

B0

幅

H0

さ

C0

離

二

エコナット

高 対
角

３ 上段はEB型式及びEM型式のアンカーボルト４本タイプ、下段はそれ以外のエコタイプの場合の寸法です。※

　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。

110 400
600 800

580

690
925720

480

-

M56

61

-

M48M36

50

70

M42

57

5345

44

M24

38

38-

M30

Ｇタイプ孔径

エコタイプ孔径

87

M64

-

79

M72

-

ねじの呼び

ベースプレートのアンカーボルト孔径

ベースプレートの形状・寸法は、ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを参照ください。

ベースプレート形状

ベースプレート形状

開先形状

開先形状

！ 注意

柱はベースプレートのフラット面に

アンカーボルト孔周辺に凹加工して

無収縮モルタルと接する面となります。

設置

目標値

エコナットの形状

Ho

Bo

Co φD1

座金の形状ナットの形状

H

C

B

tw

φd1

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

ＮＸ-２０００、クイック３は使用不可。

(#)：センクシアの担当範囲

（形板芯にて検査）

※３　Ｍ７２は細目ねじ　　　　　　　　　　　　※４　建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用

コンクリートスラブ天端

　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。

・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。

板厚40mm以下 板厚40mm超

105
95 400

480 645
550

施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。

はベースプレート台座厚さを

※※１

２ｔ

ａ寸法は設置誤差を考慮した設計

※２

上段はGB型式及びGM型式の場合、

※３

M24 324 105 10 29645 3619 42 256 44480

150
130

165
155

190
175

210
185

230
200

955
925

1110
1080

1270
1235

1470
1420

1660
1610

(1)ウェブの両面すみ肉溶接

(2)開先部の溶接

１パスごとに

全周溶接を行

(曲げ負担の場合は、
完全溶込み溶接とする)

H形柱の

溶接

エンドタブの取付とＨ形柱ウェブの

すみ肉溶接 ハイベース
ウェブ突出部

柱ウェブ

エンドタブ

スカラップ
（H形柱の場合）

組立溶接

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

を行う。

接の場合はこれ

によらない）

う。

取り付けてください。

いる面はベースプレート裏面であり、

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

H形柱用（EH型式）

角形鋼管柱用（EB型式） 円形鋼管柱用（EM型式）

H形柱用（GH型式）

円形鋼管柱用（GM型式）角形鋼管柱用（GB型式）

柱側B点へ向かってなめらかになるよ

し突き合わせ継手またはＴ継手余盛り

2

EB,GB,EM,GM,EH型式 GH型式

　　アンカーボルト締付

締め付けを行う。

８．鉄骨建方

後詰めモルタル充填（#）

９．モルタル注入枠設置（#）

後詰めモルタル充填（#）

１０．アンカーボルト締付（#）

予備締め

ナット回転法による本締め

（30°回転、許容差：　　）+10°
-0

マーキング

ベースプレートと座金とナットが密着

スカラップ
（H形柱の場合）

注意！ 柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。

ねじの
4本タイプ用 8本タイプ用 12本タイプ用

M24

厚さ 外径 内径

(mm)

長さ 幅

定着板（4本タイプ用）

定着板（8本タイプ用）
32 180 68 12 330 130 68

-16 70 27

16 90 33

19 100 39

22 120 45

25 140 52

28 160 60

9

12

16

33

39

45

52

60

76

68

45

52

60

180

215

240

270

305

65

75

85

95

110

225

260

295

340

375

85

95

110

130

145

M30

M36

M42

M48

M56

M64

M72

厚さ 厚さ内径 内径長さ 幅

td ad bd dd tt at bt dtts Ds ds

- - - - - - -

----

----

- - - 16 380 145 76

9

9

9

9

9

9

9

ｅｍ

定着板（エコタイプ、Gタイプ共通）

スリーブ

アンカー

示し、ハイベースＮＥＯ型式に
よって変わります。

下段はGH型式の場合の寸法です。

ナットの外に出るように余長を

時の最小寸法です。

確保してください。

呼び

(mm)

定着板（12本タイプ用）

t
s

D
s

d
s

t
d

b
d

ad

d
d

bt

dt

b
t

t
t

at

a
t

（大臣認定取得材）

ＨＣＷ４９０ｂ
ＨＣＷ４９０ｓｔ

基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、

定着板上面を境にして上下とも

確保する必要があります。

2

へりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。柱　　　　形

（イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合

１００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

　　　 および H２５０以上の場合

※高強度柱材を用いる場合、JASS6等の指針に従い柱とハイベースの強度ランクの高い方に適した溶接材料を使用する。　

基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。

同等以上の無収縮性モルタル 

およびこれと同等以上の無収縮性モルタル

※

※

※ センクシアが供給するものに限る

※ センクシアが供給するものに限る

注意！

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。
３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。

５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(4)9048号

1/ ―(A1)
1/ ―(A3)

2023.09.20

S-08
柱脚工法設計施工標準



500 8-D16 D13@150 500 16-D16 D13@150 500 8-D16 D13@150 500 16-D16 D13@150

ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例 (Fc24の場合)

（角形鋼管柱用□150～□550）

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

大臣認定

BCJ評定 BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

MBLT-0042～0046(アンカーボルト)

MSTL-0404,0180(Gタイプ用ベースプレート)

（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

〈角形鋼管柱用 □150～□550〉

角形鋼管柱用

型式表示例

アンカーボルト本数

柱外形寸法

アンカーボルト径

C
1

2

C

A

エコタイプ：

Gタイプ　：

3C C3

A

C
2

1

C

2tH 2t

F

E

Gタイプ エコタイプ

アンカーボルト１２本タイプアンカーボルト４本タイプ

C2

A
1C

t2

エコタイプ

アンカーボルト８本タイプ

同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書

ベースプレート形状

C1

A

2C

H 2t

F

E

GタイプGタイプ

A

1C

F

t2

E

2t

C1

A

エコタイプ

H

□450

□350

□400

□500

□150

□175

□200

□250

9～40

9～36

9～32

9～25

9～22

9～25

9～25

9～28

4.5～12

4.5～12

6～12

6～16

EB150-4-24

EB175-4-24

EB250-8-30

EB350-4-30

EB500-12-42

EB200-4

EB250-4

EB300-8

EB350-8

EB400-8

EB450-8

EB500-8

-24

-30

-36

-36

-30

-24

-36

-30

-36

-36

-30

-42

-42

-30

-36

-36

-42

-42

-36

-42

-42

-30

-36

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-42

-48

-36

-42

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-48

-56

GB350-4

GB350-8

GB400-8

GB400-4

GB450-4

GB450-8

GB500-8

GB500-4

GB500-12

4-M24

4-M24

4-M24

4-M30

4-M36

4-M24

4-M30

4-M36

4-M36

4-M30

8-M30

8-M30

8-M30

8-M30

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M48

8-M48

8-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

12-M48

12-M56

8-M42

12-M42

8-M36

8-M42

8-M30

8-M36

8-M42

550

290

310

340

360

360

390

410

410

450

460

500

510

510

550

560

590

600

610

640

660

690

710

740

740

590

540

560

590

600

640

610

640

680

650

690

660

690

730

700

740

710

740

780

780

810

440

210

230

260

270

270

310

320

320

360

370

410

420

420

460

470

480

510

520

530

570

580

620

630

630

460

450

470

480

490

510

520

530

550

540

560

570

580

600

590

610

620

630

650

650

670

－

－

－

－

－

－

190

－

240

220

－

290

270

260

340

320

310

360

370

410

420

600

280

270

260

320

310

300

370

360

350

420

410

400

610

630

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

350

300

－

320

356

458

508

－

－

－

－

－

－

－

－

－

408

280

320

360

400

－

－

－

－

－

－

－

－

－

75

90

55

65

70

75

85

60

70

80

75

85

60

65

75

80

90

65

70

80

90

105

－

－

－

－

－

－

－

－

－

50

25

25

25

32

40

25

32

40

40

40

36

44

32

36

40

48

36

40

48

44

48

44

48

60

61

28

36

45

49

59

34

42

52

48

58

32

40

49

47

57

30

37

46

57

72

107

17

19

23

33

41

30

43

53

64

67

71

90

66

86

99

132

102

117

155

150

180

173

207

258

142

77

95

118

129

165

110

136

176

153

192

130

158

196

183

226

154

181

225

265

342

72

14

14

14

23

36

15

23

36

51

37

51

82

24

52

83

131

52

83

131

84

132

89

133

197

113

52

83

131

73

114

83

131

211

73

116

84

132

213

74

127

89

133

215

304

455

179

31

33

37

56

77

45

66

89

115

104

122

172

90

138

182

263

154

200

286

234

312

262

340

455

255

129

178

249

202

279

193

267

387

226

308

214

290

409

257

353

243

314

440

569

797

840

400

400

400

400

480

400

400

480

600

480

600

720

400

600

720

840

600

720

840

720

840

720

840

840

960

600

720

840

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

960

1120

145

80

80

80

102

117

80

102

117

110

117

106

121

102

106

117

138

106

117

138

121

138

121

138

150

168

95

116

140

144

166

114

137

159

143

165

112

135

156

142

164

110

132

153

164

195

1100以上

550以上

600以上

600以上

600以上

700以上

600以上

600以上

700以上

800以上

700以上

800以上

900以上

600以上

800以上

900以上

1100以上

800以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

800以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1300以上

1450以上

120

120

120

150

160

120

150

160

150

160

150

170

150

150

160

180

150

160

180

170

180

170

180

190

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ゾーン

柱符号

質量（kg）

部品

寸法　（mm）

Ａ C２C１ HE t ベースプレート セット質量

L L1

柱形  b
主筋量数量

採用

柱サイズ 板厚範囲

基礎天端～

捨てコン天端

h(mm)C3 F 2

適　用　柱 ハイベースNEO型式
ｱﾝｶｰ

エコタイプ Gタイプ

基礎柱形の設計例(Fc24) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　

ﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

hc(mm) 帯筋

基礎柱形の設計例(Fc24) 　<　側・隅柱用　>

ゾーン

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ
ゾーン ゾーン

(mm)

(mm) (mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

柱形  b 柱形  b 柱形  b
定数

3

回転バネ

X10 kN・m/rad

128

14.0

17.9

21.9

35.4

41.4

32.2

51.3

59.7

51.1

82.9

69.4

84.0

93.1

133

111

127

210

238

396

175

169

199

89.5

105

156

150

188

216

163

194

234

282

321

199

236

296

348

413

244

290

354

421

489

695

771

表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。

注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 

注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、
注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。
注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。

注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。

　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。
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注)表中のh寸法は杭がない場合です。

L,L1,h,hc,b寸法、柱形主筋の定着長さ(Lt)

Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)

エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）

杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。

b

b

   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)は

"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。

Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ

・ハイベースNEO工法

□550
9～40

9～28
EB550-12-42

EB550-8-42

GB550-12
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－
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－
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－
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－
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－
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－
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109
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162

192

138

150

1200以上
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－

－

－

－

－
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（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(4)9048号

部　　長 設計責任者

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (３) 第10474号

一級建築士 第342763号　藤山智昭　　設備設計一級建築士 第39号　山田洋

工事名称

図面名称
縮　　　尺

作成年月日 図面番号
仮称 霞ケ関北市民センター新築工事

1/ ―(A1)
1/ ―(A3)

S-09
柱脚工法仕様

2023.09.22

C1,C2 27

□300 6～22

EB300-4
-30 4-M30 70.1 460 370 32 54 24 78 400 102 600以上 150 660 8-D19 D13@150 660 16-D19 D13@150 270 660 8-D19 D13@150 660 16-D19 D13@150 270



50[40]

8.0/9.3/
AB B

B
B

0.
87

×
A

AB
B

A

A

A

1.
4
1×

A
B

B

B1.41×AB

Ｎ－ＥＣＳパイル工法設計施工標準 【 回転貫入鋼管杭　エヌ・エクスパイル 】

※1

砂質

粘土質

※2

※2

部位 使用材料

【許容支持力および適用範囲】
１　件名

２　地盤の許容支持力

　　N-ECSパイル工法

　　　　　（くい先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む）　TACP-0638）

　　　本工法により施工される基礎ぐいの許容支持力を定める際に求める長期並びに短期に生ずる力に対す

　　　る地盤の許容支持力

　　　　1）長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力（kN）

　　　　　　　　　　 3
　　　　　　　　Ra=　　｛αNAp+(βNsLs+γquLc)ψ｝
　　　　　　　　　　 1

　　　　2）短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力（kN）

　　　　　　　　　　 3

　　　　　　　　　　 2
　　　　　　　　Ra=　　｛αNAp+(βNsLs+γquLc)ψ｝

　　ここで、　　　　　　α：くい先端支持力係数（α=150）

　　　　　　β：砂質地盤におけるくいの周面摩擦力係数（β=0）

　　　　　　γ：粘土質地盤におけるくいの周面摩擦力係数（γ=0）

　　　　　　 N：基礎ぐいの先端付近（杭先端より下方に1Dw、上方に1Dwの範囲）の地盤の標準貫入試験に

　　　　　　　　よる打撃回数（N値）の平均値（回）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（GBRC性能証明第19-24号 改1）

　　　　2）くい材から決まる短期許容支持力

　　　　　　　　SNa=1.5×LNa

４　引抜き方向の短期支持力

　　　　1）地盤から決まる引抜き方向の短期許容支持力

　　ここで、　　　　　　κ ：先端抵抗係数（κ=70）

　　　　　　Nt ：基礎ぐいの先端付近（くい先端より上方に3Dwの範囲）の地盤の標準貫入試験による打撃

　　　　　　　　 回数（N値）の平均値（回）　（5≦Nt≦50）

　　　　　　Atp：基礎ぐいの先端の有効断面積（㎡）

　　　　　　Wp ：浮力を考慮したくいの有効自重（kN）

　　　　2)くい材から決まる引抜き方向の短期支持力

　　　　　　　　tNa=F･Ae

　基礎ぐい先端の有効断面積（Atp）一覧表

　　　　　　　　　　 3

　　　　　　　　　　 2
　　　　　　　　tRa=　　κ･Nt･Atp+Wp

５　適用範囲

　　　　1）適用する地盤の種類

　　　　　粘土質地盤、砂質地盤（礫質地盤含む）

　　　　　くいの周囲の地盤は砂質地盤、および粘土質地盤とする

　　　　2）最大施工深さ

 くい径 Dp（mm）

 最大施工

　 深さ（m）

　　　　　※1　最大施工深さは、施工地盤からくい先端までの施工深さ

　　　　　※2　基礎ぐい先端付近の地盤を示す

　　　　　延べ面積が、500,000 ㎡以下の建築物

２　N-ECSパイルの特殊部

【施工管理方法】

　N-ECSパイル工法では、以下の管理方法により現場ごとの「支持層確認管理値」を決定し、くいの先端が確

　実に支持層に到達していることを確認して、打ち止め管理を行う。

　1）PR値

　 　N-ECSパイル工法は「PR値」により施工管理を行う（PR値：くい1回転あたりの地中への貫入量（mm））

　2）施工管理方法

　 a.本ぐいの施工に先立ち、地盤調査（標準貫入試験）位置または近傍にて試験ぐいの施工を行う。試験ぐ

　 　いでは、地表面からくい先端所定位置まで全長に亘り、深度・PR値・トルクを測定し、地盤調査資料と

　 　比較して整合性を検証する。このとき、地盤調査位置近傍に本ぐいがある場合には、これを試験ぐいと

　 b.試験ぐいに不整合が無ければ、試験ぐいの施工データと比較しながら本ぐいを3本施工し、支持層上端

　 　より1.0m上部（引抜き方向の支持力を負担するくいについては3Dwかつ1.0m上部）から試験ぐいと同一

　 　の押圧力でPR値を測定する。

　 c.試験ぐいを含めた管理値設定ぐい計4本について、支持層上端におけるPR値の平均値を求める。また、

　 　合わせてトルクの最小値を求める。

　 d.c.で求めた平均値の130%を当該現場における「支持層確認管理値」とする。また、トルクの最小値とバ

　 　ラつきの程度を考慮して打ち止め参考トルクを設定する。

　 　することができる。　　　※くい先端所定位置：設計上必要とされるN値の発現深度

　　　　　※　くい頭補強筋については別途検討が必要

【くい頭部の接合例 】

【くい芯間隔とへりあきの推奨値】

　　　　※　下表の推奨値は施工偏心を見込まない場合

３　N-ECSパイルの材質

４　継手
　　　　　※　国住参建第2401号、2402号（令和3年12月20日）による基準強度の指定

　　1）溶接継手標準図

基礎ぐいの軸部

くい先端部の翼、

　及び組立版

キー材、及び

　裏当て金具

JIS G 3444（2016）に定めるSTK400、STK490、及びSTK540

JIS G 5525（2019）に定めるSKK400、及びSKK490

JIS G 3475（2016）に定めるSTKN400W、STKN400B、及びSTKN490B

JIS G 3106（2017）に定めるSM490A、SM490B、SM490C、SM490YA、及びSM490YB

JIS G 3136（2012）に定めるSN490B、及びSN490C

JIS G 3101（2017）に定めるSS400

JIS G 3106（2017）に定めるSM400A、SM400B、SM400C、SM490A、SM490B

JIS G 3106（2012）に定めるSN400A、SN400B、SN400C、SN490B、及びSN490C

　　　　　　　　　　　　　SM490C、SM490YA、及びSM490YB

※
　 　管理値」以下となった深度を支持層上端とする。

　 f.支持層上端より1Dp以上くいを根入れし、打ち止めとする。根入れの時はくいを正転させ、打ち止める。

　 ※　PR値が「支持層確認管理値」以下となった後、根入れの際に施工トルクがくい体の短期許容ねじり強

　 　　さを超える場合、またはPR値が「支持層確認管理値」の30%以下となる場合には、1Dpの根入れと同等

　 　　として扱う。

　 g.くいの高止まり時の処置：打ち止め条件は満たしているが、貫入が困難な場合で支持層上端以深の地盤

　 　にN値の落ち込みがないことが確実な場合は、その位置で打ち止めとし、くい頭は地面で切断とする。

　 ※　高止まり時の支持層上部より以深の地盤にN値の落ち込みが予想される場合には、くいに逆回転を与え

　 　　て引抜き、アースオーガー等にて掘削して施工困難な層を打抜き後、再施工とする。アースオーガー

　 　　等による先行掘削は支持層上端の1.0m程度上部（引抜き方向の支持力を適用するくいについては3Dwか

　 　　つ1.0m上部）とする。

　 h.くい長不足の処置：打ち止め条件を満たさないくいは適宜継いで、「支持層確認管理値」以下になるま

　 　で施工する。ただし、最大施工深さを超える場合には、監理者・設計者と協議の上、指示による。

　　　　　　　　　　　　　　（特許第6660446号）
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21.48

21.48
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24.79

24.79

216.3
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28.12
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41.40

41.40
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1
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（上下で肉厚が同じ場合）　　　　（肉厚が異なる場合）

　　2）現場自動溶接ロボット工法　ECS-AW

　　a.ロボット本体仕様

　　　本体外形寸法：幅388mm、奥行120mm、高さ236mm

　　　レール寸法：幅120mm、厚さ20mm

　　　本体重量：約4.5kg

　　　　※上記数値は標準タイプの場合

　　b.溶接方法

　　　セルフシールドアーク溶接

　　c.適用くい径

　　　Dp=165.2～508.0mm

くい径

Dp

（mm）

165.2

165.2

165.2

190.7

190.7

190.7

216.3

216.3

216.3

267.4

267.4

267.4

267.4

くい芯

間隔 A

（mm）

640

750

850

760

850

1050

850

1050

1200

1030

1250

1350

1500

へりあき

B

（mm）

175

210

210

210

240

240

240

300

300

300

350

350

350

呼称

165.2

呼称

165.2A

165.2B

190.7

190.7A

190.7B

216.3

216.3A

216.3B

267.4

267.4A

267.4B

267.4C

318.5

318.5A

318.5B

355.6

355.6A

355.6B

406.4

406.4A

406.4B

457.2

508.0

-

-

くい径

Dp

（mm）

318.5

318.5

318.5

355.6

355.6

355.6

406.4

406.4

406.4

457.2

508.0

-

-

くい芯

間隔 A

（mm）

1300

1500

1600

1300

1500

1700

1500

1600

1800

1700

1800

-

-

へりあき

B

（mm）

400

400

400

400

450

450

500

500

500

500

550

-

-

　タイプA-1（引抜力を負担しないくいの場合）

　タイプC-1（ずれ止めを用いる場合）

　タイプB（仮想鉄筋コンクリート円柱）

　タイプA-2（引抜力を負担させるくいの場合）

　タイプC-2（くい頭補強筋とずれ止めを用いる場合）
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ずれ止め

中詰めコンクリート

くい頭補強筋

中詰めコンクリート

くい頭補強筋

中詰めコンクリート

中詰めコンクリート 中詰めコンクリート

ずれ止め
くい頭補強筋

　　　　　　　枠を取付け後、

　　　　　　　溶接する
　　　　　　　くい頭補強筋を

　　　　　　※ずれ止め、吊型

株式会社　三誠

　本社　　　　　　　　　　東京都中央区新川1-8-8アクロス新川ビル9F

　　　　　　　　　　　　　Tel 03-3551-0211  /  Fax 03-3551-0217  /  https://sansei-inc.co.jp/

　東日本支店　　　　　　　埼玉県さいたま市南区南浦和2-40-2南浦和ガーデンビル6F

　　北関東営業所　　　　　Tel 048-813-6612  /  Fax 048-813-6615 

　　東北営業所　　　　　　Tel 022-217-8105  /  Fax 022-217-8137

　　新潟営業所　　　　　　Tel 025-242-2180  /  Fax 025-242-2183

　　　北陸出張所　　　　　Tel 076-231-0750  /  Fax 076-231-0751 

　　北海道営業所　　　　　Tel 011-252-2556  /  Fax 011-252-2557

　東京支店　　　　　　　　東京都中央区新川1-8-8アクロス新川ビル9F

　　東京支店　　　　　　　Tel 03-3551-0211  /  Fax 03-3551-0217

　　　千葉出張所　　　　　Tel 043-302-7080

　　　神奈川出張所　　　　Tel 045-263-1625  /  Fax 045-263-1626

　西日本支店　　　　　　　大阪府大阪市中央区今橋3-2-20洪庵日生ビル3F

　　関西営業所　　　　　　Tel 06-6233-7300  /  Fax 06-6233-7310

　　中四国営業所　　　　　Tel 082-568-1310　/　Fax 082-568-1311

　　中部営業所　　　　　　Tel 052-203-8551  /  Fax 052-203-8552

　N-ECSパイル工法

　（くい先端地盤：粘土質地盤）

【国土交通省大臣認定】

　（くい先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む）

　N-ECSパイル工法

　　認定番号　　　　　TACP-0638

　　性能評価書　　　　GBRC建評-21-231A-003

　　 を超える場合は対処方法について監理者・設計者と協議を行うものとする。

　　 ECS-TP工法の水平方向施工管理許容値は±20mm以内、鉛直方向の施工管理許容値は0～-10mmとし、これ

　4）管理値

　   　　　 捨てコンクリートを打設しておくことが望ましい）。

　   j.　　 レベル調整用フィラーを敷設し、柱の建方を行う（鉄骨建て入れ直しの前工程でくい頭周辺に

　   　　   ト孔あけドリルにより施工する。

　   i.     テンプレートを用いてトップ・プレート上にボルト孔の墨出しを行い、位置再確認の後、ボル

　      　　完了とする。

　   h.　　 N-ECSパイル工法打ち止め管理基準を満足していることを確認し、所定レベル0～-10mmで埋設

　   f.～g. TPくい（上くい）に、TP治具を取付け、回転埋設する。

　   e. 　　くいの接続を行う。

　   c.～d. くいの位置を固定し、回転埋設を行う。

　   a.～b. 逃げくいは、直角方向2か所設定する。基準は、地面に固定したもの（鉄板等）に印す。

　3）施工手順

 a.くい芯･逃芯墨出

 b.建て込み
c.固 定 d.回転埋設 e.くいの接続 f.TPくいの接続

g.くいの回転埋設

h.埋設完了 孔あけ

i.プレート

回転
回転埋設

溶接 溶接

1Dp 1Dp

▼支持層

▼地面
　施工

接続 接続

TP

埋設

孔あけドリル

　2）ECS-TP工法施工手順図

　 e.本ぐいの施工時には、支持層上端と想定される深度より1.0m上部（引抜き方向の支持力を負担させるく

　 　いについては3Dwかつ1.0m上部）から試験ぐいと同一の押圧力でPR値・トルクを測定し、「支持層確認

【ECS-TP工法】

　ECS-TP（エクス・ティーピー）工法とは、回転貫入鋼管杭として大臣認定を取得したN-ECSパイル工法を用

　いた、柱杭一体型の施工方法をいう

　1）ECS-TP工法標準図

くい部材

▼設計 G.L

柱部材

▼継手レベル

継手ボルト

仮設ボルト孔

※ボルト長さはレベル誤差を考慮

ベース・プレート

トップ・プレート

ベース・プレート

継手ボルト（F10T/S10T）

トップ・プレート

　　　　※くい頭溶接の鉄筋は

           する
           引抜き力だけを負担

呼称

165.2

165.2A

165.2B

190.7

190.7A

190.7B

216.3

216.3A

216.3B

267.4

267.4A

267.4B

267.4C

318.5

318.5A

318.5B

355.6

355.6A

355.6B

406.4

406.4A

406.4B

【N-ECSパイルの構造・規格】
１　N-ECSパイルの寸法 

Dw t3 L1 L3 L5 L6 L9 L14

（mm） （mm） （mm） （mm） （mm） （mm） （mm） （mm） （mm）

165.2 374.8 110 310 107.5 185 95 237

165.2 446.2 130 370 127.5 185 282

165.2 503.4 150 420 145.0 185 318

190.7 448.3 130 370 127.5 225 115 283

190.7 494.6 145 410 132.5 225 312

190.7 605.4 180 505 172.5 225 382

216.3 505.9 150 420 145.0 250 130 319

216.3 623.9 185 520 172.5 250 393

216.3 688.4 205 575 207.5 250 433

267.4 608.2 180 505 172.5 305 155 383

267.4 733.4 215 610 207.5 305 461

267.4 798.0 235 665 220.0 305 502

267.4 880.6 260 735 245.0 305 553

318.5 731.7 220 610 210.0 360 170 461

318.5 846.4 250 705 225.0 360 532

318.5 936.2 275 780 245.0 360 588

355.6 747.0 220 620 205.0 390 175 469

355.6 865.0 255 720 225.0 390 543

355.6 983.4 290 820 245.0 390 617

406.4 821.0 240 680 220.0 440 195 516

406.4 921.0 270 765 245.0 440 578

406.4 1054.2 312 272.5 440 662

（mm）

Dp

（mm）

R

（mm）

L2、L4

（mm）

200

240

270

240

265

325

270

335

370

325

395

430

475

390

455

505

400

465

530

440

495

567

t2

19

19

19

22

22

22

22

22

22

25

25

25

25

28

28

28

28

28

32

32

32

t1

　　　　3）適用する建築物の規模

508.0 508.0 1025.0 300 850 272.5 555 260 64355036

457.2 457.2 922.3 270 765 245.0 500 230 57849532

28

図a.翼プレート曲げ加工図

曲げ

10°

L5

L1
4

t
3

　　　　　※　標準材質　特殊部：STK490、翼部：SM490A

　　　　　※　寸法公差は性能評価書の内容に準じる

Dp Dp

10°

L3
L2 L1

t1'

L
9

L4
L4 L5

L6
面取り加工

t2

33°

図a.

▽くい先端

(軸部鋼管の最下端)

t
2特

殊
部

（
Dp
以

上
）

t1'

t3

t1 t1

面取り加工

最大回転半径：R

5.0/7.1/
9.3

5.3/7.0/
8.2

8.2/10.3/

9.5/12.7/

9.5/12.7/

9.5/12.7/

9.5/12.7/

6.9/10.3/

16.0

16.0

12.7/16.0/
19.0

19.0
12.7/16.0/

12.7

３　くい材から決まる許容支持力

　　　　1）くい材から決まる長期許容支持力

　　　　　　　　　　1.5

　　　　　　　　　　 F
　　　　　　　　LNa=　　Ae(1-α1-α2）

　　ただし、　　　　　　F　=F･（0.80+2.5･te/r）　　　（0.01≦te/r＜0.08）

　　　　　　F　=F　　　　　　　　　　　　（te/r≧0.08）

　　ここで、

　　　　　　te：腐食しろを除いた鋼管の厚さ（mm）

　　　　　　r ：鋼管の半径（mm）

　　　　　　F ：上記の式より計算した数値（N/㎜ ） Ae ：腐食しろを除いた鋼管の断面積（mm ）       

α1：長さ径比による低減率                       　　　　　　F ：設計基準強度（N/mm ）

　　　　　　　　 L＞100Dpの場合、α1=（L/Dp-100）/100

　　　　　　　　 L≧100Dpの場合、α1=0

*

*

*

* 22

2

α2：溶接継手による低減率（α2=0）              

呼称

165.2

190.7

216.3

267.4

318.5

355.6

406.4

くい径

Dp

（mm）

165.2

190.7

216.3

267.4

318.5

355.6

406.4

等価円

直径Dw

（mm）

374.8

448.3

505.9

608.2

731.7

747.0

821.0

有効断面積

Atp

（㎡）

0.0889

0.1293

0.1643

0.2344

0.3409

0.3389

0.3997

呼称

165.2A

165.2B

190.7A

190.7B

216.3A

216.3B

267.4A

267.4B

267.4C

くい径

Dp

（mm）

165.2

165.2

190.7

190.7

216.3

216.3

267.4

267.4

267.4

等価円

直径Dw

（mm）

446.2

503.4

494.6

605.4

623.9

688.4

733.4

798.0

880.6

有効断面積

Atp

（㎡）

0.1349

0.1775

0.1635

0.2593

0.2689

0.3354

0.3662

0.4439

0.5528

呼称

318.5A

318.5B

355.6A

355.6B

406.4A

406.4B

457.2

508.0

くい径

Dp

（mm）

318.5

318.5

355.6

355.6

406.4

406.4

457.2

508.0

等価円

直径Dw

（mm）

846.4

936.2

865.0

983.4

921.0

1054.2

922.3

1025.0

有効断面積

Atp

（㎡）

0.4830

0.6087

0.4883

0.6601

0.5364

0.7431

0.5039

0.6224

※　呼称がA、B、C付きのもの、ならびに457.2、508.0は杭先端地盤が砂質地盤の場合でのみ使用可能

　　認定番号　　　　　TACP-0584-1

　　認定書　　　　　　国住参建第3281号

　　指定書　　　　　　国住参建第3281-2号

　　性能評価書　　　　GBRC建評-18-231A-020-1

　　認定書　　　　　　国住参建第3312号

　　指定書　　　　　　国住参建第3312-2号
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2023.09.　改訂

　　　　　（くい先端地盤：粘土質地盤　　　　　　　　TACP-0584-1、GBRC建評-23-231A-003）

　　　　　　　　（ 5≦N≦50　Nを算出する時の個々のN値は、N<5のときN=0、N>55のときN=55） 

　　　　　　Dw：有効断面積（Ap）と等価な円の直径（以下、等価円直径という）

　　　　　　Ap：基礎ぐいの先端の有効断面積（㎡）

　　　　　　　　Ap=η･Ag

　　　　　　　　　 η：低減係数（Dw/Dp≦2.5のとき1.0、Dw/Dp＞2.5のとき0.95）

　　　　　　　　　 Ag：基礎ぐい先端の実断面積（㎡）

　　　　　　Ns：基礎ぐい周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）

　　　　　　Ls：基礎ぐい周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（m）

　　　　　　qu：基礎ぐい周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値（kN/㎡）

　　　　　　Lc：基礎ぐい周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計（m）

　　　　　　ψ：基礎ぐいの周囲の長さ（m）

　　　基礎ぐい先端の有効断面積（Ap）、および等価円直径（Dw）

3.29

呼称

165.2

165.2A

165.2B

190.7

190.7A

190.7B

216.3

216.3A

216.3B

267.4

267.4A

267.4B

267.4C

くい径

Dp

（mm）

165.2

165.2

165.2

190.7

190.7

190.7

216.3

216.3

216.3

267.4

267.4

267.4

267.4

等価円

直径Dw

（mm）

374.8

446.2

503.4

448.3

494.6

605.4

505.9

623.9

688.4

608.2

733.4

798.0

880.6

Dw/Dp

2.27

2.70

3.05

2.35

2.59

3.17

2.34

2.88

3.18

2.27

2.74

2.98

有効

断面積Ap

（㎡）

0.1103

0.1486

0.1891

0.1578

0.1825

0.2735

0.2010

0.2904

0.3536

0.2905

0.4014

0.4751

0.5786

呼称

318.5

318.5A

318.5B

355.6

355.6A

355.6B

406.4

406.4A

406.4B

457.2

508.0

-

-

くい径

Dp

（mm）

318.5

318.5

318.5

355.6

355.6

355.6

406.4

406.4

406.4

457.2

508.0

-

-

等価円

直径Dw

（mm）

731.7

846.4

936.2

747.0

865.0

983.4

821.0

921.0

1054.2

922.3

1025.0

-

-

Dw/Dp

2.30

2.66

2.94

2.10

2.43

2.77

2.02

2.27

2.59

2.02

2.02

-

-

有効

断面積Ap

（㎡）

0.4205

0.5346

0.6540

0.4382

0.5877

0.7215

0.5293

0.6662

0.8292

0.6681

0.8251

-

-

　　　※　呼称がA、B、C付きのもの、ならびに457.2、508.0は杭先端地盤が砂質地盤の場合か、或いは

　　　　　GBRC建評-23-231A-003に基づく杭先端粘土質地盤で適用可能

　　　　　くい径（Dp）の130倍もしくは49.5m（くい先端地盤が粘土質の場合は47.5m（ただし、

　　　　　GBRC建評-23-231A-003に基づく場合は58.0m)）のいづれか小さい方とし下表による

19[－]

32[25]

25[－]

28[－]

32[－]

36[－]

36[－]

36[－]

29[－]

37[－]

42[－]

65[56]

49[－]

74[69]

56[－]

56[－]

57[－]

　　　　　※　t1' については、 2 N-ECSパイルの特殊部  による

　　　　　※　[ ]は支持力計算ケース3（括弧無しは支持力計算ケース1）を採用した場合の数値

呼称

165.2

165.2A

165.2B

190.7

190.7A

190.7B

216.3

216.3A

216.3B

267.4

267.4A

267.4B

267.4C

318.5

318.5A

318.5B

355.6

355.6A

355.6B

406.4

406.4A

406.4B

457.2

508.0

※1

※2

※2

※2

Dp

（mm）

165.2

165.2

165.2

190.7

190.7

190.7

216.3

216.3

216.3

267.4

267.4

267.4

267.4

318.5

318.5

318.5

355.6

355.6

355.6

406.4

406.4

406.4

457.2

508.0

Dw

（mm）

374.8

446.2

503.4

448.3

494.6

605.4

505.9

623.9

688.4

608.2

733.4

798.0

880.6

731.7

846.4

936.2

747.0

865.0

983.4

821.0

921.0

1054.2

922.3

1025.0

t1'

7.1

9.3

9.3

7.0

8.2

8.2

12.7

12.7

12.7

12.7

16.0

19.0

19.0

12.7

19.0

19.0

12.7

19.0

19.0

12.7

16.0

19.0

16.0

16.0

t3

（mm）

19.0

25.0

32.0

25.0

28.0

32.0

28.0

36.0

45.0

32.0

40.0

50.0

50.0

36.0

45.0

50.0

36.0

45.0

50.0

36.0

45.0

55.0

40.0

45.0

（mm）

 [ケース1]  適用範囲

 長期：5≦N≦50、短期：5≦N≦40

 但し、※1 長期 N≦40、短期 N≦26

       ※2 長期 N≦50、短期 N≦33

呼称

165.2

165.2A

165.2B

190.7

190.7A

190.7B

216.3

216.3A

216.3B

267.4

267.4A

267.4B

267.4C

318.5

318.5A

318.5B

355.6

355.6A

355.6B

406.4

406.4A

406.4B

457.2

508.0

Dp

（mm）

165.2

165.2

165.2

190.7

190.7

190.7

216.3

216.3

216.3

267.4

267.4

267.4

267.4

318.5

318.5

318.5

355.6

355.6

355.6

406.4

406.4

406.4

457.2

508.0

Dw

（mm）

446.2

503.4

494.6

605.4

623.9

688.4

733.4

798.0

880.6

846.4

936.2

865.0

983.4

921.0

1054.2

922.3

1025.0

t1'

8.2

t3

（mm）（mm）

 [ケース3]  適用範囲

 長期：5≦N≦30、短期：5≦N≦20

 ※ケース3は杭先端地盤が砂質地盤

　 の場合でのみ使用可能

- - -

- - -

- - -

- -

- - -

- - -

- - -

7.1

7.1

7.0

12.7

12.7

10.3

10.3

12.7

12.7

9.5

16.0

12.7

12.7

22.0

25.0

22.0

28.0

28.0

36.0

32.0

45.0

45.0

36.0

40.0

40.0

45.0

36.0

55.0

32.0

36.0

8.2

12.7

-

8.0

16.0

16.0

（構造設計ー級建築士　第　815号）
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杭設計施工標準図



機械式継手工法　設計施工標準 【 ECS-PJ（エクス・ピージェイ）、ECS-MJ（エクス・エムジェイ） 】

　　　　　　　　BCJ評定-FD0426-05 　　　1）ECS-PJの施工方法は、下くい設置完了後、外リングを下くいに挿入して、上くいを吊り込み、

　　　かみ合わせ、内リングの外面に外リングを油圧ジャッキではめ込んで完了する

　　　2) 適用くい径、および板厚は下表の通りとし、本継手で接続する鋼管くいの一方の板厚をa、他方の

　　　　 板厚はbのいずれかとする

　　　　　（注1）継手部の曲げ耐力、せん断耐力、軸耐力、及び施工時ねじり耐力は各試験により確認した

　　　　　　　 　鋼管板厚（8.2mm）の耐力を上限とする

　　　　　（注2）継手部の曲げ耐力、せん断耐力、軸耐力、及び施工時ねじり耐力は各試験により確認した

　　　　　　　 　鋼管板厚（9.3mm）の耐力を上限とする

　　　3) 本継手は回転貫入くい工法に用いるものとし、杭支持力の計算の際は周面摩擦力を見込まないも

　　　　 のとする

　　　1) 継手耐力のクライテリアは下表の通りとする

　　　　　（注1）鋼管くい径216.3mmの継手耐力は、各試験により確認した鋼管板厚（8.2mm）を上限とし、

　　　　　　　 　鋼管くい径267.4mmの継手耐力は、各試験により確認した鋼管板厚（9.3mm）を上限とする

　　　　　（注2）αはくい径毎の低減率で下表による

　　　　　※ 施工時の捩り耐力は、継手部の回転埋設許容捩りモーメントと鋼管くいの短期許容捩りモー

　　　　　　 メントの何れか小さい値を採用する

　　　ECS-PJの概要図は下図のようなものであり、端板、シャキー、内リング、及び外リングによって

　　　構成されている

外リング

下くい

端板

2分割内リング

シャキー

上くい

③ 外リングはめ込み

　　　上くいと下くいの継手部のくい違いをチェックした後、上くいと下くいの端板突起部に内リングを

くい径（mm）

165.2

嵌合力（kN）

133

133

168

168

190.7

216.3

267.4

　　　はめ込まれた外リングの上面と、内リングの上面の

　　　差を、スケール等により測定する。測定箇所は嵌合

　　　ジャッキの際の4点を測定する。4点の測定結果の平

　　　均値が規格値以内（残り代が 2.0～18.5mm）である

　　　ことを確認する。測定結果が規格値から外れている

　　　ならば、内外リングを交換し、フローチャート④か

　　　ら再度同じ手順で嵌合を行う。

　　　　　　　　GBRC性能証明 第 19-07号

　　　1) 本工法を採用できる鋼管の材質は、下表による

JIS規格

JIS G 3444

名称 材種

一般構造用炭素鋼鋼管 STK400、STK490

　　　2) 本工法を採用できる鋼管の寸法を下表に示す

　　　1）ECS-MJの施工方法は、下くい設置完了後、上くいの内継手を下くいの外継手に挿入し、相互の

　　　まで締め付けることにより完了する

　　　ピン穴の位置を合わせた後にピン、及びピン固定ねじを取付け、ピン固定ねじを手締めいっぱい

　　　2）管理項目（ピン挿入状況、ピン固定ねじの緩み）

　　　フローチャート⑪において、ピンが外継手外面から突出している量を目視によって確認し、明らかに

　　　大きな突出となっているものが無いかを確認する。ピンが入りにくい場合はハンマーを用いてピンが

　　　ねじ固定材に突き当たるまで挿入する。

　　　フローチャート⑬でピン固定ねじのトルクについては特段の基準は無いものの、手締めいっぱいまで

　　　締付けて、ピン固定ねじに緩みがないことを確認する。緩みが有る場合は追い締めを行うか、新しい

　　　ピン固定ねじに取り替える。

　　　1) 本継手に使用するくい種は、小口径鋼管くいとし下表による

　　　2）管理項目（嵌合力と残り代）

NG

内外リングを交換し再度嵌合する

ピンがねじ固定材に突き当たっているか確認

手締めいっぱいまでピン固定ねじを締付け

NG

入りにくい場合はハンマーで叩き込む

上杭の内継手に取付けた防護材の取り外し

JIS G 3444

JIS G 3475

名称

一般構造用炭素鋼鋼管

建築構造用炭素鋼鋼管

材種

STK400、STK490

STKN400W、STKN400B、STKN490B

JIS規格

165.2

190.7

216.3

267.4

鋼管くい径（mm） 鋼管板厚 a（mm） 鋼管板厚 b（mm）

5.0、7.1

5.3、7.0

8.0、9.3、12.78.0、9.3、12.7

5.0、7.1

5.3、7.0

6.0、8.2、10.3、12.76.0、8.2、10.3　　、12.7　　　　　　　　　 （注1）　　 　(注1)

圧縮耐力

引張耐力

曲げ耐力

くい母材の短期許容引張力×α　　を確保

くい母材の短期許容曲げモーメントを確保

せん断耐力 くい母材の短期許容せん断力を確保

捩り耐力 φ165.2は  50.9（kN･m）

くい母材の短期許容圧縮力を確保

φ190.7は  68.3（kN･m）

φ216.3は 108.6（kN･m）

φ267.4は 160.7（kN･m）

（注1）

（注1）

（注1）

（注1）

（注2）

（注1）

（継手部の回転埋設

　許容捩りモーメント）

165.2

190.7

216.3

267.4

5.0 0.72

7.1 0.48

5.3 0.66

7.0 0.48

6.0 0.53

8.2 0.37

8.0 0.37

9.3 0.31

①

②②

① 上くい建て込み

② 内リングかみ合わせ

αくい径（mm） 鋼管板厚（mm）

③ ③

くい径 材質と適用範囲

STK400 STK490（mm）

施工開始

下くい設置

上くいの内継手に防護材を取り付ける

上くい吊り込み

上くいの内継手を下くいの外継手に挿入

相互のピン穴の位置合わせ

ピン、ピン穴、及びねじ固定材の清掃

ピンの挿入

ピン固定ねじに緩みがないことの確認

施工完了

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

上くいと下くいの端部清掃

①

②

施工開始

下くい設置

外リング内周面に防錆剤塗布

外リングを下くいに挿入する

上くいと下くいの端部清掃

上くい吊り込み

上くいと下くいの端板外周面の面合わせ

内リングかみ合わせ

内リング外周面に防錆剤塗布

油圧ジャッキセット

外リング嵌合

嵌合力と残り代の確認

油圧ジャッキ取り外し

施工完了

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

端板外周面と内リング内周面に防錆剤塗布

①

②

　　　　　※ただし、指定建築材料で基準強度が325N/mm 以下の鋼管も使用できる

【ECS-PJ（小口径鋼管くい用無溶接継手）】

１　件名
　　ECS-PJ（小口径鋼管くい用無溶接継手）

２　適用範囲

５　施工要領

３　継手の性能

【ECS-MJ（鋼管杭の機械式継手工法）】

１　件名
　　MJ工法（鋼管杭の機械式継手工法）

２　適用範囲

５　施工要領

４　継手概要図

2

　　　　　　　　　 （注2)

　　　　　※ここで、〇は適用範囲内であることを示しており、継手位置でくいの板厚、材質が変わる場合は

　　　　　　耐力の小さい方に合わせて継手の適用可否を判断する

　　　1) 継手耐力のクライテリアは下表のとおりとする

圧縮耐力

引張耐力

曲げ耐力

くい母材の短期許容引張力の60％を確保

くい母材の短期許容曲げモーメントを確保

せん断耐力 くい母材の短期許容せん断力を確保

捩り耐力

（継手部の回転埋設

　許容捩りモーメント）

くい母材の短期許容圧縮力を確保

くい部材のねじり耐力を確保

　　　ECS-MJの概要図は下図のようなものであり、内継手、外継手、ピン、ピン固定ねじ、及びねじ固定材

　　　によって構成されている

内継手

ピン

外継手

上くい

下くい

③ ピン固定ねじ（係止ねじ）で固定

ピン固定ねじ

267.4

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

318.5

355.6

406.4
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

②

①

③

① 上くい建て込み、内継手・外継手接続

② ピン挿入（ねじ固定材にあたる処まで）

３　継手の性能

４　継手概要図

〇

〇

〇

〇

〇216.3

8.2

10.3

12.7

8.0

9.3

12.7

6.9

10.3

12.7

9.5

12.7

9.5

12.7

（mm）

鋼管板厚
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　　GBRC 性能証明 第19-07号

　　2019年8月15日

　　　千葉出張所　　　　　Tel 03-3551-0211（本社転送）

　　中部営業所　　　　　　Tel 052-203-8551  /  Fax 052-203-8552

　九州支店　　　　　　　　福岡県福岡市博多区博多駅前1-31-17東宝福岡ビル5F

　　九州営業所　　　　　　Tel 092-433-5833  /  Fax 092-433-5834

　　沖縄営業所　　　　　　Tel 098-860-3700　/　Fax 098-860-3750

部　　長 設計責任者

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (３) 第10474号

一級建築士 第342763号　藤山智昭　　設備設計一級建築士 第39号　山田洋

工事名称

図面名称
縮　　　尺

作成年月日 図面番号
仮称 霞ケ関北市民センター新築工事

1/ ―(A3)
1/ ―(A1)

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(4)9048号

S-11
杭機械式継手設計施工標準図

2024.01.15



（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(4)9048号

部　　長 設計責任者

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (３ ) 第 10474号

一級建築士 第 342763号　藤山智昭　　設備設計一級建築士  第 39号　山田洋

工事名称

図面名称
縮　　　尺

作成年月日 図面番号
仮称 霞ケ関北市民センター新築工事

1/ ―(A1)
1/ ―(A3)
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（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(4)9048号

部　　長 設計責任者

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (３) 第10474号

一級建築士 第342763号　藤山智昭　　設備設計一級建築士 第39号　山田洋

工事名称

図面名称
縮　　　尺

作成年月日 図面番号
仮称 霞ケ関北市民センター新築工事

1/ ―(A1)
1/ ―(A3)
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1/100(A1)
1/200(A3)

部　　長 設計責任者

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (３) 第10474号

一級建築士 第342763号　藤山智昭　　設備設計一級建築士 第39号　山田洋

工事名称

図面名称
縮　　　尺

作成年月日 図面番号
仮称 霞ケ関北市民センター新築工事

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(4)9048号

杭伏図
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杭　　　種 回転貫入羽根付鋼管杭

杭　工　法

杭仕様

(m)

杭　先　端

支　持　層

符　号 杭実長
長期許容

支持力(kN/本)
(n)本 数杭径(φ) 羽根径(φ)

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ３

合 計

48.174道路境界線

Ｎ－ＥＣＳ工法(認定工法) TACP-0638[砂質地盤(礫質含)]

Ｐ４

11  530

  712

  867

  981

 9

 4

 4

28

※羽根径は等価円直径を示し、杭先端より0.5mの位置における直径とする。
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S-14

設計GL(SGL) -10.70m

設計GL(SGL) -9.76m 付近の粘土混り砂礫層～粘土質砂礫層

 9.00

 9.00

 9.00

 9.00

2024.02.09

※杭施工時の杭芯ずれ寸法管理値は 100mm 以下とする。

　なお、杭施工完了後に全ての杭の芯ずれ寸法を実測し、構造設計者の確認を

　受けることとする。

特記なき限り下記による

(A3)S=1/200

2. 基礎ﾌｰﾁﾝｸﾞ芯=柱芯

杭伏図

3. 杭天端；SGL-1,700(杭埋込200)

1. 1FL=設計GL(SGL)+200 [SGL=TP 24.33m]



1/100(A1)
1/200(A3)

部　　長 設計責任者

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (３) 第10474号

一級建築士 第342763号　藤山智昭　　設備設計一級建築士 第39号　山田洋

工事名称

図面名称
縮　　　尺

作成年月日 図面番号
仮称 霞ケ関北市民センター新築工事

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(4)9048号
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(A3)S=1/200基礎伏図

基礎伏図

2. 基礎ﾌｰﾁﾝｸﾞ芯=柱芯

     [ ]内はSGLからの基礎ﾌｰﾁﾝｸﾞ下端を示す。

6. 　　　は土間ｺﾝｸﾘｰﾄﾋﾟｯﾄ　SGL-1,450天端

埋戻 埋戻

埋戻 埋戻

埋戻 埋戻

埋戻

埋戻

埋戻

埋戻

埋戻 埋戻

埋戻

埋戻 埋戻 埋戻 埋戻

3. 基礎ﾌｰﾁﾝｸﾞ下端；SGL-1,900

     ア 150タテヨコD10@200(シングル)

道路境界線 48.174
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F1 F3 F1

F1 F3 F1

F2 F4 F3 F2 F1 F1

F5y
F4 F4 F4 F2F3

F1 F2 F2 F1 F2 F1

1. 1FL=設計GL(SGL)+200 [SGL=TP 24.33m]
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